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はじめに…本圏でお伝えしたいこと

か
づ
の

秋
田
県
鹿
角
地
域
（
鹿
角
市
お
よ
び
小
坂
町
）
の
「
医
師
不
足
の
解
決
め
ざ
す
住
民
運
動
」
は
、
２
０
２
４
年
（
令

和
６
年
）
時
点
で
昭
年
を
経
た
。
あ
る
取
材
を
受
け
た
際
、
記
者
の
方
に
「
ど
こ
に
興
味
を
抱
い
た
の
か
」
と
逆
質

問
を
し
た
ら
、
「
長
く
や
っ
て
い
る
こ
と
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
住
民
運
動
は
一
般
に
「
短
期
決
戦
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
ら
し
い
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
鹿
角
は
、
「
と
て
も
困
難
な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
」
と
言
え
る
の

（
１
）
行
政
や
病
院
と
連
名
の
「
医
師
募
集
チ
ラ
シ
」
を
つ
く
り
、
住
民
自
ら
医
師
を
探
す

「
医
師
が
足
り
な
い
」
と
い
う
問
題
を
解
決
し
た
い
時
、
思
い
つ
く
の
は
「
病
院
や
行
政
に
お
願
い
す
る
」
と
い
う

行
動
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鹿
角
の
場
合
、
住
民
が
「
行
政
や
病
院
を
誘
い
、
連
名
で
医
師
募
集
の
チ
ラ
シ
を
作
っ

て
全
国
に
ば
ら
ま
く
」
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。
２
０
０
６
（
平
成
岨
）
年
か
ら
２
０
１
８
（
平
成
釦
）
年
ま
で
の

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
鹿
角
の
住
民
運
動
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
「
お
力
を
お
借
り
し
た
い
」
と
の
気
持
ち
を
込
め
て
世
に
出
し
た
。
も
し
、
医
師
の
方
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
の
事
情
を
で
き
る
限
り
正
直
に
お
伝
え
す
る
の
で
、
困
難
な
面
も
含
め
、
す
べ
て
を

承
知
し
た
上
で
「
鹿
角
へ
の
赴
任
を
本
気
で
考
え
て
ほ
し
い
」
と
心
の
底
か
ら
願
っ
て
い
る
。

私
が
本
書
で
お
伝
え
し
た
い
内
容
は
、
「
私
自
身
が
鹿
角
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
。
特
に
以
下
の
４
点
は
、

「
鹿
角
の
住
民
運
動
の
特
徴
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
と
思
う
。

は
じ
め
に
…
本
書
で
お
伝
え
し
た
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。

【図表1】鹿角地域 岩手の県境(鹿角市および小坂町)は青森

(かづの商工会女性部ホームページより）

【図表2】人口10万人あたり医師数(人）
500.0

400.0

300.0

200.0

100.0

0．0
全国

121,541,155

339,623

秋田県 秋田市 秋田市以外

647,987

1，176

鹿角地域

33,868
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955,659

2,444

307,672

1,268

(2020年､秋田県衛生統計年鑑より）

私
た
ち
の
国
・
日

本
で
は
、
一
般
に
、

「
地
方
」
と
呼
ば
れ

る
地
域
に
医
師
が
少

な
い
。秋

田
県
鹿
角
地

域
（
鹿
角
市
お
よ
び

小
坂
町
）
も
同
様

だ
。
そ
こ
で
、
住
民

が
立
ち
上
が
っ
た
。

自
ら
全
国
に
医

師
を
求
め
、
医
師
不

足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
し
、
解
決
方
向

を
提
案
し
て
い
る
。
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1

はじめに…本圏でお伝えしたいこと

あ
り
、
部
分
的
に
せ
よ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
個
々
が
抱
え
る
諸
問
題
を
「
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
地
域
医
療
の
姿
」

と
し
て
整
理
し
、
提
案
は
「
将
来
の
地
域
全
体
像
」
を
も
見
据
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

（
３
）
半
年
間
の
学
び
を
経
て
、
「
医
師
不
足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
明

努
力
が
実
を
結
び
、
精
神
科
の
常
勤
医
師
が
赴
任
し
た
も
の
の
、
数
年
後
に
再
び
非
常
勤
体
制
に
戻
る
。
住
民
運

動
は
解
散
寸
前
に
陥
る
が
、
そ
こ
か
ら
反
転
し
て
「
学
び
」
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
な
分
か
れ
目
。
今
ま
で
医

師
不
足
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
「
地
域
の
中
の
不
幸
な
出
来
事
」
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
を
し
て
い
た
の
が
、
「
医
師
不

足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
明
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
新
た
な
住
民
運
動
へ
の
道
を
切
り
拓
く
。

（
４
）
行
政
や
病
院
に
「
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
地
域
医
療
の
姿
」
を
提
案

出
発
は
精
神
科
の
医
師
不
足
だ
が
、
こ
の
間
住
民
運
動
の
視
野
は
確
実
に
拡
が
っ
て
き
た
。
医
療
の
実
体
験
を
「
住

民
の
証
言
」
な
ど
の
形
で
客
観
化
し
て
い
く
。
行
政
や
病
院
な
ど
に
対
す
る
「
解
決
方
法
の
提
案
」
も
蓄
積
し
つ
つ

（
２
）
住
民
が
自
力
で
地
域
調
査
、
「
短
命
の
原
因
」
を
究
明
し
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
提
示

「
鹿
角
は
短
命
」
で
あ
り
、
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
「
地
域
調
査
」
を
実
施
し
た
。
研
究
者
に
委
ね
る
試
み
も

し
て
み
た
が
、
「
調
査
期
間
が
限
定
さ
れ
る
」
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
「
住
民
が
自
分
で
調
査
す
る
」

と
い
う
選
択
を
し
た
こ
と
が
鹿
角
の
す
ご
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
素
人
ゆ
え
に
不
十
分
さ
は
否
め
な
い
が
、
調
査
の

う
年
間
は
「
住
民
が
地
域
を
見
つ
め
る
貴
重
な
時
間
」
と
な
っ
た
。

ｎ
年
間
、
全
国
４
０
６
カ
所
に
、
数
回
数
種
に
及
ぶ
計
約
蛆
万
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
続
け
た
結
果
、
こ
れ
を
見
た

精
神
科
の
医
師
２
人
が
常
勤
赴
任
し
た
。
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目次
Q

は
じ
め
に
…
本
書
で
お
伝
え
し
た
い
こ
と
３

（
１
）
行
政
や
病
院
と
連
名
の
「
医
師
募
集
チ
ラ
シ
」
を
つ
く
り
、
住
民
自
ら
医
師
を
探
す
３

（
２
）
住
民
が
自
力
で
地
域
調
査
、
「
短
命
の
原
因
」
を
究
明
し
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
４

（
３
）
半
年
間
の
学
び
を
経
て
、
「
医
師
不
足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
明
４

（
４
）
行
政
や
病
院
に
「
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
地
域
医
療
の
姿
」
を
提
案
４

２
住
民
に
と
っ
て
医
療
は
不
可
欠
型

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」
が
毎
年
ト
ッ
プ
別

健
康
な
人
に
は
「
医
師
不
足
」
の
実
感
が
な
い
、
だ
か
ら
「
住
民
の
証
言
」
を
弱

【
住
民
の
証
言
且
「
週
３
回
・
隣
市
で
の
透
析
、
送
迎
す
る
家
族
の
苦
悶
」

第
２
章
住
民
が
「
地
域
」
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
調
べ
る

第
１
章
住
民
が
「
医
療
」
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
動
く

３
北
の
要
所
・
か
づ
の
魂

１
鹿
角
の
精
神
科
は
住
民
が
つ
く
り
、
住
民
が
支
え
て
き
た

鹿
角
の
精
神
科
は
住
民
運
動
で
生
ま
れ
た
他

「
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
す
る
」
と
い
う
選
択
肢
個

鴎
汕
四
少
、
戸
一
一
一
十
４
王
肖
『
．
」
Ｊ
Ｌ
ｎ
ｍ
ソ
士
斗
筐
嘩
雨
逗
４
吋

４
「
生
き
づ
ら
さ
」
に
つ
い
て
考
え
る

地
域
調
査
で
浮
上
し
た
「
生
き
づ
ら
さ
」

目
次
医
師
不
足
の
解
決
め
ざ
す
住
民
運
動

１
万
年
も
続
い
た
縄
文
時
代
亜

鉱
山
を
め
ぐ
る
三
つ
巴
の
領
有
権
争
い

鹿
角
市
と
小
坂
町
の
程
よ
い
関
係
記

ｆ
脳
４
．
ｔ
く
１
１
侭
に
・
１
－
〃
し
屯
弐
一
Ｎ
Ｈ
１

担
当
者
・
住
民
ら
の
「
小
委
員
会
」
が
精
神
科
医
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
帽

住
民
団
体
「
鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市
民
町
民
の
会
」
が
発
足
旧

荏
民
の
証
言
１
三
常
勤
医
不
在
の
精
神
科
、
緊
急
時
も
隣
市
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
」

働
く
こ
と
は
自
立
の
基
礎

秋
田
の
医
療
は
厚
生
連
が
支
え
て
き
た
弱

【
住
民
の
証
言
且
「
私
の
人
生
は
『
大
き
な
病
気
』
の
連
続
、
地
元
に
医
療
は
不
可
欠
」
刺

（
１
）
今
の
日
本
は
、
基
本
的
に
「
生
き
づ
ら
い
社
会
」
で
あ
る
こ
と
妬

（
２
）
「
秋
田
市
一
極
集
中
」
や
「
何
で
も
合
併
」
を
軸
に
し
た
地
方
行
政
が
布
か
れ
て
い
る
こ
と

（
３
）
「
地
域
の
縮
小
」
を
感
じ
る
場
面
が
増
え
、
「
生
き
る
意
欲
」
を
見
出
し
に
く
い
こ
と
妬

34
44 44

12

27

21

46

1



Q

目次

第
３
章
住
民
が
「
社
会
」
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
提
案
す
る

７
住
民
が
提
案
す
る
「
鹿
角
の
地
域
医
療
の
姿
」
鉛

６
住
民
が
「
医
師
不
足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
明
布

５
全
国
青
地
か
ら
学
ん
だ
「
地
域
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト
弱

（
１
）
き
っ
か
け
を
見
つ
け
て
、
何
か
と
集
ま
る
弱

（
２
）
地
域
の
縮
小
の
「
芽
」
を
ス
ル
ー
し
な
い
師

（
３
）
「
集
ま
り
に
『
送
迎
車
」
は
つ
き
も
の
」
と
い
う
文
化
を
つ
く
る

（
４
）
消
費
者
・
販
売
者
・
生
産
者
が
、
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

（
５
）
五
城
目
町
「
朝
市
プ
ラ
ス
」
に
学
ぶ
釦

（
５
）
五
城
目
町
「
朝
市
プ
ラ
ス
」
に
学
ぶ

地
方
の
人
口
が
減
っ
た
訳
闘

医
師
も
患
者
も
困
っ
て
い
る
鯛

【
住
民
の
証
言
６
弓
鹿
角
な
ら
、
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
で
暮
ら
せ
る
」
馴

障
害
の
「
医
学
モ
デ
ル
」
と
「
社
会
モ
デ
ル
」
卯

と
て
も
大
事
な
「
地
元
で
相
談
で
き
る
場
所
」
肥

私
た
ち
は
「
全
て
を
地
域
内
で
」
と
は
言
っ
て
い
な
い

（
１
）
総
合
的
な
診
療
価

（
１
）
総
合
的
な
診
療

日
本
の
医
師
は
「
人
口
が
よ
り
多
い
地
域
」
に
よ
り
多
い
沼

医
師
不
足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
…
「
公
共
」
か
ら
「
営
利
」
へ
の
政
策
転
換

失
意
か
ら
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
学
習
討
論
布

肴
＆
）
劉
理
冠
暁
陸
川

住
民
が
望
む
鹿
角
の
地
域
医
療
の
姿

医
師
と
住
民
が
力
を
合
わ
せ
る
枢

（
２
）
救
急
医

、
１
，
‐
〆
Ｐ
ザ
ｒ
Ｌ
Ｄ
■
■
侮
昏
今
昌
《
］
、
》

「
健
康
自
己
責
任
一
漣
は
間
違
っ
て
い
る
卵

（
７
）
も
と
も
と
あ
っ
た
「
地
元
の
産
業
」
を
掘
り
起
こ
す
“

（
８
）
「
地
産
地
消
」
か
ら
「
地
消
地
産
」
へ
閲

（
９
）
数
多
く
の
「
学
び
の
場
」
が
あ
れ
ば
、
「
地
域
大
学
」
み
た
い
に
な
る
髄

（
旧
）
数
年
後
に
島
根
・
秋
田
の
人
口
が
逆
転
、
そ
の
差
は
「
高
校
」
へ
の
取
り
組
み
印

（
Ⅵ
）
「
少
子
化
対
策
」
の
カ
ギ
は
「
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
」
教
育
汀

｛
住
民
の
証
言
５
｝
こ
こ
こ
の
病
院
で
は
無
理
』
と
き
っ
ぱ
り
言
え
る
医
師
に
救
わ
れ
る
」

（
６
）
「
捨
て
て
い
た
も
の
」
に
着
目
砲

病
気
は
社
会
が
引
き
起
こ
す

「
生
き
づ
ら
さ
」
の
根
源
帥

四
二
・
．
Ｌ
邑
尹
宮
、
Ｌ
錫
Ｕ
よ
ぶ
加
諦
錨
属
Ｊ

（
４
）
人
の
「
優
し
さ
」
が
、
「
ガ
マ
ン
・
無
抵
抗
．
あ
き
ら
め
」
等
に
転
じ
て
い
た
こ
と

気
は
社
会
が
引
き
起
こ
す
岨

【
住
民
の
証
言
４
三
頭
か
ら
血
を
流
し
て
病
院
へ
、
受
付
で
ト
ラ
ブ
ル
、
救
急
車
呼
ぶ
」
別

108

103

８５
力
を
合
わ
せ
る

80

59

4772
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1

’

お
わ
り
に
…
雪
子
び
の
道
」
上
郷
か
ら
鹿
角
ま
で

地
域
に
視
線
を
向
け
る
「
医
療
研
究
集
会
」
と
の
出
会
い

調
査
す
る
側
の
生
き
方
が
問
わ
れ
る
「
労
働
者
状
態
調
査
」

鹿
角
が
私
に
「
地
域
」
を
教
え
て
く
れ
た
剛

本
書
に
託
し
た
私
の
思
い
噸

私
を
秋
田
県
民
に
し
た
「
大
人
た
ち
」
肥

精
神
医
療
の
難
し
さ
と
私
た
ち
の
役
割
Ｍ

【
お
医
者
さ
ん
、
鹿
角
に
来
て
く
だ
さ
い
】

【
主
な
参
考
文
献
】

第
１
章

自
ら
動
く

見
つ
め
直
し
、

住
民
が
「
医
療
」
を

128

116

118

121
122

l』－上一 画一一



住民が｢医願｣を見つめ直し、自ら動く
！

第1章

鹿
角
の
精
神
科
は
住
民
運
動
で
生
ま
れ
た

「
…
戦
争
は
、
命
を
奪
い
、
体
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
後
の
世
に
至
る
ま
で
、
人
の
心
を
も
壊
し
て
し
ま
う
。

戦
後
の
日
本
は
、
何
年
経
っ
て
も
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
…
」
と
、
顔
を
ゆ
が
め
て
話
す
大
人
た
ち
の
姿
が
、

今
で
も
そ
こ
だ
け
切
り
取
っ
た
よ
う
に
深
く
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

実
際
、
当
時
、
全
国
で
目
を
覆
い
た
く
な
る
事
件
が
相
次
い
だ
。
１
９
６
０
（
昭
和
弱
）
年
２
月
３
日
の
秋
田
魁

新
報
は
、
前
日
に
鹿
角
郡
十
和
田
町
（
現
鹿
角
市
）
で
起
き
た
「
列
代
の
女
性
が
メ
シ
ダ
切
り
に
遭
っ
た
事
件
」
を

報
じ
た
。
犯
人
に
つ
い
て
、
同
紙
は
「
知
能
の
遅
れ
た
Ⅳ
歳
の
少
年
」
と
表
現
。
そ
の
３
日
後
の
新
聞
で
は
、
こ
の

件
に
も
触
れ
な
が
ら
、
「
県
下
２
万
人
の
精
神
障
害
者
が
野
放
し
」
と
、
差
別
的
と
も
思
え
る
よ
う
な
文
言
を
用
い
て

実
際
、
当
時
、
全
国
で
一

新
報
は
、
前
日
に
鹿
角
郡
．

報
じ
た
。
犯
人
に
つ
い
て
、

件
に
も
触
れ
な
が
ら
、
「
県

行
政
の
対
策
が
滞
る
中
、
鹿
角
で
は
、
婦
人
会
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
い
ち
早
く
「
治
療
環
境
の
構
築
」
を
提
案
。

そ
れ
が
一
大
住
民
運
動
に
発
展
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
鹿
角
郡
５
カ
町
村
（
八
幡
平
村
・
尾
去
沢
町
・
花
輪
町
・

十
和
田
町
・
大
湯
町
）
は
「
精
神
病
院
組
合
」
を
設
立
し
、
１
９
６
１
（
昭
和
％
）
年
７
月
１
日
、
列
床
の
病
棟
を

建
設
。
管
理
を
秋
田
県
厚
生
連
・
鹿
角
組
合
病
院
に
委
託
し
た
。

よ
ほ
ど
慌
て
て
い
た
と
み
え
、
病
棟
は
常
勤
医
不
在
の
ま
ま
開
設
。
１
年
目
は
「
治
療
」
と
い
う
よ
り
文
字
通
り
「
隔

離
」
で
、
事
件
と
は
無
縁
で
も
「
罪
人
扱
い
」
に
近
か
っ
た
。
翌
年
４
月
１
日
、
初
代
科
長
と
し
て
植
田
修
医
師
が
赴
任
し
、

１
９
６
８
（
昭
和
“
）
年
、
２
代
目
科
長
・
青
木
敬
喜
医
師
の
あ
た
り
か
ら
、
少
し
ず
つ
「
患
者
の
人
権
を
認
め
る
方
向
」

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

し
か
し
、
退
院
し
て
．

家
族
会
（
入
院
患
者

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
す
る
」
と
い
う
選
択
肢

１
９
７
０
年
あ
た
り
か
ら
、
日
本
の
医
療
政
策
は
徐
々
に
「
公
共
か
ら
営
利
へ
」
と
舵
を
切
り
、
い
わ
ゆ
る
「
社

会
的
入
院
」
が
問
題
視
さ
れ
る
。
や
が
て
、
１
９
９
０
年
代
に
は
鹿
角
の
精
神
科
病
床
も
減
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
退
院
し
て
も
「
帰
る
所
」
が
な
い
患
者
も
少
な
く
な
い
。
受
け
皿
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
注
目
さ
れ
、

家
族
会
（
入
院
患
者
の
家
族
に
よ
る
会
）
が
運
営
主
体
と
な
る
案
が
浮
上
し
た
が
、
会
員
の
意
見
は
賛
否
に
分
か
れ
、

１
鹿
角
の
精
神
科
は
住
民
が
つ
く
り
、
支
え
て
き
た

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
仲
の
良
か
っ
た
患
者
３
人
が
、
「
行
く
あ
て
は
な
い
。
で
も
、
早
く
退
院
し
て
、
鹿

角
で
暮
ら
し
た
い
」
と
申
し
出
て
き
た
。
関
係
者
は
慌
て
た
が
、
と
り
あ
え
ず
病
院
の
古
い
宿
舎
を
借
り
、
３
人
は

共
同
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
誰
だ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
入
院
し
て
い
る
の
は
イ
ヤ
だ
。
「
社
会
的
入
院
」
な
ど

と
い
う
表
現
で
、
病
院
が
困
っ
て
い
る
よ
う
な
口
調
で
マ
ス
コ
ミ
は
書
き
立
て
る
が
、
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
本
人
で

あ
る
。
社
会
的
な
都
合
で
「
病
院
に
居
ろ
」
と
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
今
度
は
、
社
会
的
な
都
合
で
「
病

院
を
出
ろ
」
と
言
う
。
そ
ん
な
理
不
尽
な
経
過
に
一
刻
も
早
く
別
れ
を
告
げ
、
「
共
同
生
活
」
と
い
う
新
し
い
方
法
で

地
域
に
戻
る
。
ま
る
で
、
朝
日
が
差
し
込
む
中
で
の
「
再
出
発
」
の
よ
う
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
３
人
は
、
こ
の
家

を
「
日
の
出
荘
」
と
命
名
し
た
。
２
０
０
０
（
平
成
ｕ
）
年
３
月
７
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

病
院
の
職
員
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
、
「
３
人
の
共
同
生
活
」
が
心
配
で
毎
晩
訪
ね
て
い
っ
た
。
３
人
は
「
毎

日
来
な
く
た
っ
て
大
丈
夫
」
と
は
言
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
訪
問
は
し
ば
ら
く
続
い
た
と
い
う
。

へ
と
変
化
し
、
そ
の
後
、
精
神
科
病
床
は
１
４
０
床
ま
で
増
え
て
い
っ
た
（
肥
頁
図
表
４
）
。
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第1章住民が｢医顕｣を見つめ直し、自ら動く

働
く
こ
と
は
自
立
の
基
礎

前
述
の
「
家
族
会
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
主
体
に
ま
る
か
ど
う
か
」
の
意
見
の
違
い
に
よ
っ
て
、
家
族
会
は
、

そ
の
後
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
鹿
角
親
交
会
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
青
垣
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
っ
た
。
「
地
域
で
暮
ら
す
」

と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
は
「
住
む
」
だ
が
、
も
う
一
つ
大
切
ま
こ
と
は
「
働
く
」
こ
と
だ
ろ
う
。
二
つ
の
家
族
会
は
、

当
事
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
「
働
く
機
会
」
を
模
索
し
て
い
っ
た
（
巧
頁
図
表
３
）
。

も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
、
市
民
の
間
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
強
意
見
が
あ
っ
た
。
中
に
は
、
ナ
ベ
・
カ
マ
・
ヤ
カ
ン
葱

と
を
寄
付
し
て
く
れ
た
人
も
い
た
し
、
精
神
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
に
反
対
の
人
も
い
た
。
「
日
の
出
荘
」
が

所
属
す
る
自
治
会
も
最
初
は
猛
反
対
し
た
た
め
、
家
族
会
は
法
務
局
・
人
権
擁
護
課
に
救
い
を
求
め
た
。
法
務
局
で
は
、

関
係
者
に
事
情
聴
取
ま
で
行
い
、
事
態
を
収
め
る
よ
う
に
尽
力
。
日
の
出
荘
は
波
乱
の
旅
立
ち
と
な
っ
た
。

２
０
０
１
（
平
成
Ｂ
）
年
秋
に
、
「
日
の
出
荘
」
は
引
っ
越
し
を
す
る
。
こ
の
と
き
、
当
初
は
反
対
し
て
い
た
近
所

の
人
た
ち
が
、
「
行
か
な
い
で
」
と
、
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
た
。
１
年
半
の
共
同
生
活
の
中
で
、
３
人

は
、
誰
か
ら
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
近
所
を
よ
く
掃
除
し
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
の
除
雪
ま
で
し
て
い
た
。

近
所
か
ら
も
漬
物
や
惣
菜
な
ど
が
届
く
関
係
が
培
わ
れ
て
い
っ
た
。
理
屈
抜
き
で
、
精
神
疾
患
と
い
う
も
の
を
理
解
し
、

障
害
者
の
人
格
を
認
め
、
受
け
入
れ
る
地
域
に
な
っ
て
い
っ
た
根
っ
こ
に
は
、
こ
の
３
人
の
人
柄
が
あ
っ
た
と
言
っ
て

時
を
経
て
、
家
族
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
共
同
生
活
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
家
族
会
は

運
営
す
る
自
信
を
つ
け
、
そ
の
後
も
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
。

【図表3】｢家族会｣に端を発するNPO法人の主な事業(2022年度）

NPO法人・鹿角親交会（設立2000.8.11)

NPO法人・青垣（設立2006.9.4)

｢令和4年度事業報告害｣より

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
鹿
角
親
交
会
」
は
、
２
０
０
８
（
平
成
加
）
年
か
ら
、

「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
の
認
可
を
得
て
、
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
な

た
ぼ
っ
こ
」
を
開
設
。
国
道
に
面
し
、
以
前
は
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
な
ど
が

使
っ
て
い
た
建
物
を
借
り
た
。
窓
が
広
く
、
日
差
し
も
明
る
い
た
め
、
「
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
」
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

こ
こ
を
拠
点
に
、
メ
ー
ル
便
の
配
達
や
、
じ
ゅ
う
た
ん
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
受
託
、
薪
の
製
造
・
販
売
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
仕
事
は
、
こ
こ

に
通
っ
て
く
る
人
た
ち
が
、
自
分
で
探
し
た
り
、
考
え
た
り
す
る
。
時
に

は
、
外
部
か
ら
仕
事
の
依
頼
も
あ
る
が
、
試
し
て
み
て
、
継
続
が
困
難

な
場
合
に
は
丁
重
に
お
断
り
す
る
。
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
は
、
自
主
運
営

を
原
則
と
し
、
利
用
規
則
・
当
番
・
作
業
賃
金
な
ど
も
み
ん
な
（
利
用
者
．

職
員
）
で
相
談
し
て
決
め
る
。

一
方
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
青
垣
」
が
運
営
す
る
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
平
日
の
朝
、
９
時
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
る
。
作
業

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
午
後
３
時
刈
分
ま
で
。
午
前
１
回
・
午
後
１
回

の
短
い
休
憩
時
間
に
は
、
全
員
分
の
お
茶
を
入
れ
、
次
の
作
業
ク
ー
ル
に

向
け
て
の
集
中
力
を
蓄
え
る
。
市
内
の
事
業
所
か
ら
も
ら
う
仕
事
は
時
々

変
わ
る
が
、
例
え
ば
、
石
鹸
な
ど
の
箱
へ
の
シ
ー
ル
貼
り
、
自
動
車
部
品

141ラ

I

事業名 事業内容など

共同生活援助 グルーブホーム「日の出荘」 「ひばり荘」 「みどり荘」

就労継続支援 軽作業「ひなたぼっこ｣、受託事業「いつぷく堂｣、配食「くう兵衛」

生活介護 入浴・機能訓練「小春日」

相談支援 相談支援センター「コンパス」

事業名 事業内容など

作業訓練 各種受託作業、生活技術支援

相談支援 精神障害者家族学習会等

障害福祉サービス スポーツ・文化・芸術体験、研修旅行等

送迎 利用者の送迎、課外活動等
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域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
」
に
な
っ
て
い
る
。

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
小
委
員
会
」
で
あ
る
。

小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
当
事
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
家
族
会
・
保
健
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
社
協
・

グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
が
建
つ
地
域
の
自
治
会
長
な
ど
、
常
時
必
～
巧
人
が
集
ま
る
。
会
議
は
月
１
回
。
２
０
０
０
（
平

成
ｕ
）
年
か
ら
第
１
月
曜
日
の
夜
に
定
例
化
し
た
。
す
で
に
３
０
０
回
を
超
え
、
今
も
な
お
継
続
し
、
実
質
的
に
「
地

鹿
角
の
場
合
、
「
そ
ん
な
関
係
者
し

え
ば
、
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
鹿
角
で
な
く
て
も
、
精
神
障
害
者
に
か
か
わ
る
問
題
が
何
か
発
生
し
た
場
合
、
誰
か
が
起
点
と
な
り
、

行
政
や
病
院
な
ど
関
係
機
関
の
担
当
者
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
お
互
い
に
相
談
し
あ
う
場
面
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

緊
急
の
場
合
に
は
、
夜
も
休
み
も
関
係
な
く
、
そ
れ
こ
そ
業
務
の
範
晴
を
飛
び
越
え
て
、
関
係
者
は
必
死
に
頑
張
る
。

鹿
角
の
場
合
、
「
そ
ん
な
関
係
者
ど
う
し
が
、
小
委
員
会
と
い
う
名
前
で
、
定
期
的
に
一
堂
に
集
ま
っ
て
い
る
」
と
言

小
委
員
会
は
、
開
設
当
時
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
支
え
る
こ
と
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
。
そ
れ
が
落
ち
着
く
に
つ
れ
て
、

障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
ど
う
支
援
す
る
か
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
最
も
適
切
な
方
法
を
模
索
す
る
場
と
ま
っ
て

い
く
。
参
加
者
は
、
１
カ
月
間
の
動
き
を
報
告
し
、
新
し
い
事
業
な
ど
が
あ
る
と
き
に
は
皆
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
。

メ
ン
バ
ー
の
誰
か
が
「
議
題
」
を
提
供
す
れ
ば
、
み
ん
な
で
そ
れ
を
話
し
合
う
。
あ
る
意
味
、
「
各
自
の
主
体
性
を
前

提
に
、
き
わ
め
て
発
達
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
た
グ
ル
ー
プ
」
と
も
言
え
る
。
時
間
が
と
れ
る

と
き
に
は
、
病
気
や
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学
習
も
行
う
。
具
体
的
を
事
例
を
挙
げ
て
、
支
援
の
方
法
を
生
々
し
く
学

担
当
者
・
住
民
ら
の
「
小
委
員
会
」
が
精
神
科
医
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

鹿
角
で
精
神
障
害
の
話
を
す
る
と
、
誰
か
ら
と
も
ま
く
「
小
委
員
会
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
．
「
小
委
員
会
」

と
い
う
限
り
「
大
委
員
会
」
が
あ
る
は
ず
。
人
に
よ
っ
て
微
妙
に
呼
び
方
も
違
う
よ
う
だ
が
、
「
精
神
障
害
者
の
地
域

生
活
支
援
を
考
え
る
会
」
が
そ
の
正
式
名
称
で
あ
る
。

１
９
９
９
（
平
成
皿
）
年
、
鹿
角
組
合
総
合
病
院
（
現
か
づ
の
厚
生
病
院
）
の
精
神
科
病
床
を
さ
ら
に
減
ら
す
話

が
持
ち
上
が
っ
た
。
入
院
患
者
は
、
で
き
る
だ
け
家
族
の
元
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誰
が
支
援
す
る
に
し

て
も
、
単
独
で
で
き
る
よ
う
な
こ
と
で
は
底
く
、
緊
急
に
関
係
す
る
組
織
が
協
議
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
保
健
所
・

福
祉
事
務
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
機
関
社
会
福
祉
協
議
会
、
患
者
家
族
会
、
医
療
機
関
な
ど
、
関
係
団

体
の
「
長
」
宛
に
文
書
が
発
せ
ら
れ
、
「
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
を
考
え
る
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
大
委
員
会
」

は
１
回
き
り
で
、
こ
の
と
き
が
最
初
で
最
後
。
話
は
大
枠
で
合
意
に
至
り
、
「
後
は
担
当
者
レ
ベ
ル
で
…
」
と
い
う
こ

の
組
み
立
て
、
フ
ル
ー
ツ
キ
ャ
ッ
プ
づ
く
り
、
県
政
だ
よ
り
の
分
別
・
梱
包
な
ど
。
例
え
障
害
が
あ
っ
て
も
、
仕
事
に

ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
。
作
業
中
は
、
髪
の
毛
が
落
ち
な
い
よ
う
に
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
り
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
モ
ク
モ

ク
と
手
を
動
か
す
。
職
場
全
体
が
緊
張
感
に
包
ま
れ
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
が
張
り
詰
め
て
い
る
。
夕
方
、
仕
事
を

終
え
た
時
点
で
再
度
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
反
省
点
を
出
し
合
う
。
毎
月
、
「
売
上
額
」
や
二
人
平
均
稼
ぎ
高
」

が
壁
に
貼
り
出
さ
れ
る
。
給
料
は
、
勤
務
日
数
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
ル
ー
ル
だ
。

な
お
、
二
つ
の
「
元
家
族
会
」
は
、
対
立
的
な
関
係
で
は
な
く
、
お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
時
に
は
行
動
を

共
に
す
る
「
良
き
ラ
イ
バ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ぶ
場
面
も
あ
る
。

こ
こ
に
参
加
し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
、
小
委
員
会
は
、
大
な
り
小
な
り
、
自
分
の
仕
事
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
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住民が｢医願｣を見つめ直し、自ら動く第1章

組
合
鹿
角
支
部
）
が
真
っ
先
に
行
な
っ
た
の
は
、
新
聞
折
込
み
に
よ
っ
て
、
事
態
を
地
域
全
戸
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
本
来
な
ら
病
院
が
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
自
己
利
益
優
先
の
労
働
組
合
で
あ
れ
ば
黙
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
の
労
働
組
合
は
、
医
療
は
住
民
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
日
頃
か
ら
そ
の
姿
勢

を
貫
い
て
い
た
た
め
、
行
動
に
迷
い
は
な
か
っ
た
。

全
戸
に
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
に
応
え
、
驚
く
ほ
ど
多
く
の
住
民
か
ら
「
声
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
チ
ラ
シ
の
裏
に
震

え
る
手
で
書
か
れ
た
「
医
療
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
こ
の
地
域
に
は
住
め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
な
ど
、

心
か
ら
の
叫
び
が
「
こ
れ
か
ら
住
民
が
や
る
べ
き
こ
と
」
を
示
し
て
い
た
。

２
０
０
６
（
平
成
肥
）
年
３
月
調
日
、
「
第
１
回
鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市
民
町
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

住
民
団
体
「
鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市
民
町
民
の
会
」
（
以
後
「
市
民
町
民
の
会
」
と
略
）
が
発
足
す
る
。
住

民
の
立
場
で
、
秋
田
県
・
鹿
角
市
・
小
坂
町
・
鹿
角
組
合
総
合
病
院
（
現
か
づ
の
厚
生
病
院
）
に
働
き
か
け
、
連
名
の
「
医

師
募
集
チ
ラ
シ
」
を
作
成
し
、
全
国
４
０
６
カ
所
に
⑫
年
間
で
約
、
万
枚
を
配
布
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
８
（
平
成

弧
）
年
、
つ
い
に
、
こ
の
活
動
に
共
感
し
た
精
神
科
医
２
人
が
常
勤
赴
任
し
た
。

こ
の
朗
報
に
至
る
ま
で
の
「
市
民
町
民
の
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
著
壽
医
者
さ
ん
も
来
た
く
な
る
地
域

づ
く
り
』
（
参
考
文
献
１
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【図表4】かづの厚生病院(鹿角組合総合病院)の精神科許可病床数の推移と地域
住民などの動き
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(許可病床数は秋田県厚生連｢事業報告書｣による）

年度潔 1970
545

1980
555

住
民
団
体
「
鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市
民
町
民
の
会
」
が
発
足

鹿
角
の
精
神
科
病
床
は
、
設
立
か
ら
加
年
余
を
経
て
、
１
４
０

床
に
ま
で
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年

を
境
に
減
床
に
転
じ
、
２
０
０
６
（
平
成
岨
）
年
常
勤
医
師
不
在
、

や
が
て
病
棟
も
廃
止
す
る
方
向
へ
と
向
か
う
（
図
表
４
）
。

病
院
内
で
は
水
面
下
で
事
が
運
ば
れ
、
職
員
に
「
病
棟
廃
止
等

の
方
針
」
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
実
施
２
カ
月
前
（
２
０
０
６
年
２

月
３
日
）
。
話
を
聞
い
た
病
院
の
労
働
組
合
（
秋
田
県
厚
生
連
労
働

は
思
う
。
し
か
し
、
あ
ま
り
「
業
務
」
と
い
う
雰
囲
気
は
な
い
。
集

ま
る
の
は
夜
だ
が
、
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
あ
る
。
小

委
員
会
に
「
予
算
」
は
巻
い
。
９
月
の
は
じ
め
に
行
う
「
運
動
会
」

は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
主
催
者
に
な
り
、
み
ん
な
で
手
伝
う
。

ま
た
、
講
演
会
な
ど
の
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
家
族
会

な
ど
が
主
催
し
、
そ
こ
に
皆
で
参
加
す
る
。

言
っ
て
み
れ
ば
、
「
心
」
だ
け
で
つ
な
が
っ
て
い
る
個
人
参
加
の
「
任

意
団
体
」
。
特
に
、
精
神
科
の
医
師
に
と
っ
て
は
、
昔
も
今
も
、
か

け
が
え
の
な
い
「
よ
り
と
こ
ろ
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
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住民が｢医頭｣を見つめ直し、自ら動く第1章

【図表5】「鹿角の医療と福祉を考える市民町民の劃 の歩み(主なもの）

盟
歳
の
Ｎ
さ
ん
、
一
人
暮
ら
し
で
、
生
活
介
護
事
業
所
に
通
う

Ｎ
さ
ん
は
、
現
在
駆
歳
の
男
性
。
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

統
合
失
調
症
の
Ｎ
さ
ん
は
、
体
調
が
悪
く
な
る
と
入
院
し
、
回
復
す
る
と
退
院
し
て
日
常
の
生
活
に
戻
り
ま
す
。

定
職
に
就
く
の
は
難
し
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鹿
角
親
交
会
」
に
よ
る
「
小
春
日
（
生
活
介
護
事
業
所
）
」
に
通

い
な
が
ら
、
軽
作
業
や
運
動
を
す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
元
の
中
核
病
院
「
秋
田
県
厚
生
連
・
か
づ
の
厚
生
病
院
」
の
精
神
科
は
、
２
０
０
６
（
平
成
肥
）
年
か
ら

常
勤
医
師
が
い
な
く
な
り
、
病
棟
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民
ら
の
頑
張
り
で
２
０
１
８
（
平
成

列
）
年
に
常
勤
医
師
が
２
人
着
任
。
以
来
そ
の
一
人
Ｍ
医
師
が
Ｎ
さ
ん
の
主
治
医
と
な
り
ま
し
た
。

「
鹿
角
親
交
会
」
の
看
護
師
は
、
時
々
、
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
さ
ん
の
場
合
も
、
看
護
師
は
、

訪
問
し
な
が
ら
服
薬
の
セ
ッ
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
い
、
Ｍ
医
師
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
微
妙
を
変
化
に
も

気
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

【
住
民
の
証
言
①
一
Ｎ
さ
ん
の
場
合

常
勤
医
不
在
の
精
神
科
、
緊
急
時
も
隣
市
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

「
主
治
医
か
ら
見
放
さ
れ
た
」
と
思
い
、
服
薬
拒
否

理
由
等
は
省
略
し
ま
す
が
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
か
ら
精
神
科
の
常
勤
医
が
再
び
不
在
に
な
り
ま

(2006年～2()23年）

2021

I

2006(H18).3.28 第1回「鹿角の医療と福祉を考える市民町民集会」 （この集会で同会が発足）

2006(H18) 7.7 第1回県知事宛の署名運動開始（鹿角市・小坂町が協力団体に）

2006(H18) 8.29 県知事に宛てて署名(16.038筆）提出

2007(H19) う.2う 第2回｢鹿角の医療と福祉を考える市民町民集会｣(県が医師確保対策を説明）

2008(H20).7.27 ｢自殺予防を考えるシンポジウム＆コンサート」 （蔭本佳史氏、市保健師と共

同）

2010(H22) .9.17 全国の｢道の駅｣倉とに「医師を求めるチラシ｣の送付開始(以後､約10万枚）

2011 (H23) ．う～ 第1回地域調査

2011 (H23) .11.12 第1回地域調査報告集会

2012(H24) ．ラ.22 鹿角の医療を語る会

2012(H24).6.1う 乳牛二区信和会小集会

2012(H24).8~ 第2回県知事宛の署名運動開始（鹿角市・小坂町が協力団体に）

2013(H25) . 1.22 県知事に宛てて署名（6.664筆）提出

2014(H26).6 こころの健康学習会（宮本昌博氏・増田一世氏）

2013(H27) .2.19 埼玉・西部診療所に「コンビニクル・システム（乗合バス運行)｣見学

2013(H27).2.24 市民公開講座（県市主催） 「岩手医大精神科・星医局長」

2013(H27).7.7 第1回安心して暮らせる地域づくり集会（心の健康ネットワーク､公共交通）

2016(H28).7.23 第2回安心して募らせる地域づくり集会（本田宏氏）

2016(H28)～2020 第2回地域調査

2018(H30) . 1.27 地域調査の中間検討会

2018(H30).3．4 ｢お産ができる鹿角を望む住民集会」

2018(H30) .4. 1 2人の精神科医師が常勤赴任

2018(H30) .7.21 ｢これからの精神医療を考えるつどい」 （2人の常勤医師を交えて）

2019(R1) .う.2ラ 全国住民へのアピール「住民の立場で「医師を増やせ｣と声をあげよう」

2020(R2).1.23 秋田県医師確保計画素案に関するパブリックコメント提出（総合的な診療の

推進）

2020(R2).6．11 鈴木土身著「お医者さんも来たく通る地域づくり」 （旬報社）発行

2021(R3) 4.17 第2回地域調査報告集会

2021 (R3) 11.7 ｢いのち｣の学習会（岡野眞規代氏）

2022(R4) 4. 1 鹿角の精神科医療が再び「非常勤体制｣に戻る

2022(R4).3.10 ｢いつでも市長室｣市長との懇談（｢救急医確保、いのち育む郷かづの栂想｣
提案）

2022(R4).6.7 新しい「瀞神科医師を求めるチラシ｣全国に向け発信

2022(R4).8~ ｢あらためて、地域・住民目線で「医師不足｣を考える｣ロングラン学習討請

2023(R,) .2.18 鹿角の住民運動に関心を寄せる研究者との懇談会

2023(R3) ．3.25 ｢あらためて、地域・住民目線で「医師不足｣を考える｣資料の冊子化

2023(R,).4.17 鹿角市長宛「地域公共交通に関する意見書｣提出

2023(R3) .ラ.13 茨城の住民団体「地域医療を考える住民ネットワーク」との懇談会

2023 (R5).6.25 第3回「鹿角の医療と福祉を考える市民町民集会」

2023(R3) ．6.27 秋田県・鹿角市・小坂町・かづの厚生病院に「住民の提案棚提出

2023(R3) .8~ ｢住民の提案轡｣に対する各団体の「返答｣を地域内外に配布



第1章住民が｢医醗｣を見つめ直し、自ら動く

入
院
が
１
日
延
び
れ
ば
重
篤
化
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
が
、
断
念
す
る
し
か
な
い

と
こ
ろ
が
、
１
週
間
後
の
う
月
知
日
（
月
）
、
看
護
師
が
再
訪
問
時
に
薬
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
Ｎ
さ
ん
が
そ

の
約
束
を
守
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
。
「
精
神
科
の
薬
は
や
め
た
」
な
ど
、
多
弁
に
語
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
薬

を
飲
ん
で
い
な
い
こ
と
に
よ
る
興
奮
状
態
と
も
言
え
ま
し
た
。
看
護
師
は
、
過
去
の
経
験
か
ら
、
す
ぐ
に
入
院

治
療
を
施
す
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

地
元
「
か
づ
の
厚
生
病
院
」
に
病
棟
は
あ
り
ま
せ
ん
。
隣
市
「
東
台
病
院
」
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
受
入
困
難
。
『
精
神
科
救
急
地
域
指
定
病
院
』
の
「
大
館
市
立
病
院
」
で
さ
え
、
こ
の
日
は
新

患
を
受
け
付
け
な
い
曜
日
で
あ
り
、
加
え
て
、
紹
介
状
が
不
可
欠
と
の
こ
と
。
入
院
が
１
日
延
び
れ
ば
、
そ
の

分
、
重
篤
化
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
が
、
医
療
機
関
が
こ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
限
り
、
無
理
は
言
え
ず
、

し
た
。
Ｍ
医
師
は
Ｎ
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
、
非
常
勤
医
師
に
後
を
託
し
ま
し
た
。
同
年
う
月
Ⅳ
日
（
火
）
、

Ｎ
さ
ん
は
、
初
対
面
の
後
任
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
す
。

う
月
塑
日
（
日
）
の
夜
、
Ｎ
さ
ん
は
何
を
思
っ
た
の
か
、
タ
ク
シ
ー
で
少
し
離
れ
た
神
社
（
実
家
の
傍
）
に
向
か
い
、

ご
神
体
の
山
に
登
り
ま
す
。
往
復
３
時
間
、
疲
れ
て
道
端
で
倒
れ
て
い
た
の
を
近
所
の
人
が
発
見
。
パ
ト
カ
ー

で
帰
宅
…
、
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
親
交
会
の
看
護
師
は
、
す
ぐ
に
Ｎ
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
ま
す
。
聞
け
ば
、
ど
う
や
ら
「
主

治
医
か
ら
見
放
さ
れ
た
」
と
思
っ
た
よ
う
で
、
薬
も
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
。
会
話
を
続
け
る
中
、
少
し
落
ち
着
き
、

服
薬
も
約
束
し
た
こ
と
か
ら
、
看
護
師
は
戻
り
ま
し
た
。

断
念
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

翌
朝
、
無
理
を
言
っ
て
家
づ
の
厚
生
病
院
」
の
非
常
勤
医
師
の
診
察
を
受
け
、
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
い
、

よ
う
や
く
「
大
館
市
立
病
院
」
に
入
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
約
１
カ
月
間
の
入
院
治
療
を
経
て
、
Ｎ
さ

ん
は
退
院
。
そ
の
後
は
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

（
原
文
通
り
「
で
す
ま
す
調
」
に
て
）
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16年間で集めた｢住民の声｣の全容 【図表s】市民アンケート｢もっと力を入れてほしいと感じるもの」

鹿角市、各年度「市民アンケート実施結果・報告密｣より

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
地
域
医
療
体
制
の
充
一
室
が
毎
年
ト
ッ
プ

鹿
角
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
住
民
は
、
精
神
科
に
限
ら
ず
、
全
体
と

し
て
「
医
療
が
ぜ
い
弱
」
だ
と
感
じ
て
い
る
。

鹿
角
市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
ベ
ー
ス
に
、
性
別
・
年
令
・
地
域
条
件
の
均
衡

を
図
っ
た
上
で
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
満
肥
歳
か
ら
泌
歳
ま
で
の
市
民
７
０
０
～

８
０
０
人
を
対
象
に
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
対
象
者

は
、
過
去
３
年
間
の
重
複
を
避
け
て
お
り
、
基
本
的
に
毎
年
異
な
る
人
が
答
え
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
感

じ
る
も
の
」
の
問
い
に
対
し
て
、
「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」
が
、
ほ
ぼ
毎
年
、
第

１
位
の
座
を
譲
ら
な
い
（
図
表
６
）
。

ま
た
、
「
市
民
町
民
の
会
」
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、
直
筆
あ
る
い
は
聞
き
取
り

に
よ
る
「
住
民
の
声
」
を
コ
ッ
コ
ッ
と
集
め
て
き
た
。
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
２
１

年
ま
で
の
肥
年
間
だ
け
を
見
て
も
、
そ
の
数
は
１
２
１
８
件
に
及
ぶ
。
う
ち
、
半

数
以
上
は
「
医
療
」
に
関
す
る
「
声
」
。
「
医
療
」
の
中
で
半
数
を
占
め
る
の
が
「
医

師
不
足
」
で
あ
る
。
こ
の
集
計
で
見
る
限
り
、
医
師
不
足
の
内
訳
は
、
「
精
神
科
」
「
産

２
住
民
に
と
っ
て
医
療
は
不
可
欠

ノ ノ

健
康
な
人
に
は
「
医
師
不

足
」
の
実
感
が
な
い
、
だ

か
ら
「
住
民
の
証
言
」
を

ｎ
年
間
の
住
民
運
動

が
実
を
結
び
、
２
人
の

精
神
科
医
師
が
鹿
角
に

常
勤
赴
任
し
た
。
し
か

し
、
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
、
今
度
は
、
産
婦
人

科
の
常
勤
医
師
が
不
在

に
な
る
。
そ
れ
は
、
鹿

角
が
「
地
元
で
お
産
が

で
き
を
い
地
域
に
な
る
」

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

婦
人
科
」
「
そ
れ
以
外
」

2う 24

』

年 集めた方法や集会名など 件数

2006 秋厚労鹿角支部が地域に精神科の事態を知らせたチラシの裏 1う4

2006 署名活動、訪問時の「住民の声｣の集計 3う

2006 院長宛申入れに伴う住民の声 う

2007 第2回市民町民集会に伴う住民の声 4

2008 精神医療の継続を求めるチラシの裏 21

2008 シンポ＆コンサート 3

2010 子どもとお産のアンケート 11う

2011 第1回地域調査・聞き取り 77

2012 鹿角の医療を語る会．まとめ 33

2014 こころの健康学習会．まとめ 2う

201う 第1回安心して暮らせる地域づくり集会・発言のまとめ・感想 う1

2016 第2回安心して暮らせる地域づくり集会・発言のまとめ・感想 41

2017-20 第2回地域調査・聞き取りなど 344

2018 第2回地域調査・中間検討会 81

2018-19 産婦人科問題に関する住民の声、各種 ﾗ2

2018-20 鹿角市民アンケート 「地域医療・母子保健｣自由意見 う0

2020 守る会「出産に関するアンケート」記載欄 17

2021 市民町民の会「声を上げよう」チラシの裏 63

2021 第2回地域調査・報告集会（感想、発言、感想アンケート） 47

計 1,218

年度
2016

H28

2017

H29

2018

H30

2019

R1

2020

R2

2021

R3

2022

R4

2023

Rう

回収数

回収率

493人

70.4％

469人

67.0％

49う人

70.7％

480人

68.6％

う13人

73.3％

4％人

70.9％

431人

47.9％

442人

49.1％

1位 雇用安定 医療充実 医療充実 医療充実 医療充実 医療充実 医療充実 医療充実

2位 医療充実 雇用安定 商店活性 商店活性 商店活性 商店活性 就労支援 子育支援

3位 商店活性 商店活性 雇用安定 教育充実 雇用安定 雇用安定 産業活性 就労支援

4位 教育充実 教育充実 教育充実 雇用安定 産業活性 産業活性 子育支援 生きる力

う位 子育支援 観光振興 産業･交通 市街整備 公共交通 公共交通 生きる力 公共交通

医師不足 件数

精神科 124

産婦人科・子育て 148

その他の各診療科 ］3

頻繁な医師交替
一

フ

医師の労働 10

住民運動 8

その他 39

計 367

件数

医療 683

交通 69

生活 うう

地域 362

その他 49

計 1,218

医療 件数

医師不足 367

不満・要望 192

医療費 44

住民の姿勢 う1

その他 29

計 683
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【図表B】「住民の声｣の例

し
か
し
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
「
実
感
が
な
い
人
」
と
も
一
緒
に
継
続
的
な
住
民
運
動
を
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
自
身
が
姿
勢
を
変
え
、
彼
ら
に
「
医
師
不
足
に
よ
っ
て
誰
が
ど
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
の
か
」
を
具
体
的
に
伝

え
る
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
何
回
か
話
し
合
っ
た
末
、
「
市
民
町
民
の
会
」
は
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
ｎ

月
か
ら
、
「
医
療
の
体
験
談
」
を
Ａ
４
版
１
枚
に
わ
か
り
や
す
く
記
録
す
る
「
住
民
の
証
言
」
と
い
う
活
動
を
開
始
し
た
。

基
本
的
に
は
、
当
人
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、
「
市
民
町
民
の
会
」
が
文
章
化
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、

各
節
の
最
後
に
実
際
の
「
住
民
の
証
言
」
を
六
つ
掲
載
し
た
の
で
、
読
ん
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
休
止
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
「
守
る
会
」
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
近
で
は
、
県
外
の
公
立
助

産
院
見
学
に
関
す
る
共
同
企
画
を
模
索
す
る
な
ど
、
「
市
民
町
民
の
会
」
と
の
関
係
は
な
お
続
い
て
い
る
。

責
め
る
よ
う
な
話
で
は
な
い
。

宝
宗
出
身
の
Ｋ
さ
ん
、
２
０
１
０
年
に
鹿
角
に
移
住

Ｋ
さ
ん
は
東
京
の
出
身
。
仕
事
で
知
り
合
い
、
結
婚
し
た
奥
さ
ん
は
鹿
角
出
身
で
す
。

２
０
０
３
（
平
成
巧
）
年
、
Ｋ
さ
ん
は
東
京
で
経
営
し
て
い
た
会
社
を
整
理
し
ま
し
た
。
翌
２
０
０
４
年
（
平

成
肥
年
）
６
月
、
奥
さ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
は
東
京
を
離
れ
、
鹿
角
に
戻
り
ま
す
。
Ｋ
さ
ん
は
、
東
京
で
別
の

【
住
民
の
証
言
②
】
Ｋ
さ
ん
の
場
合

週
３
回
・
隣
市
で
の
透
析
、
送
迎
す
る
家
族
の
苦
悶

こ
の
事
態
に
際
し
て
、
地
元
の
若
い
層
が
立
ち
上
が
り
、
２
０
１
７
（
平

成
汐
）
年
２
月
型
日
「
鹿
角
の
産
婦
人
科
を
守
る
会
」
（
以
後
「
守
る
会
」

と
略
）
が
結
成
さ
れ
た
。

市
民
町
民
の
会
・
守
る
会
・
鹿
角
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
し
な

が
ら
、
時
々
「
合
同
会
議
」
を
行
い
、
共
同
で
集
会
や
学
習
会
な
ど
を
開
催
。

ま
た
、
精
神
科
同
様
、
官
民
連
名
「
産
婦
人
科
医
師
を
求
め
る
チ
ラ
シ
」

を
全
国
に
発
信
す
る
な
ど
、
連
携
を
図
っ
た
。
こ
の
関
係
は
４
年
ほ
ど

続
い
た
が
、
や
が
て
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
嘉
産
復
活
」
の
目
途
も
出
な

い
ま
ま
「
守
る
会
」
は
休
止
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
経
験
か
ら
、
私
た
ち
は
い

く
つ
か
の
「
教
訓
」
を
得
た
。
特
に
気
づ
い
た
の
は
「
医
療
に
関
す
る

困
難
な
事
態
に
直
面
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
『
医
師
不
足
』
を
実
感
し

に
く
い
」
と
い
う
点
。
精
神
科
で
は
深
刻
な
医
師
不
足
を
感
じ
て
い
た
「
市

民
町
民
の
会
」
の
関
係
者
も
、
産
婦
人
科
と
な
る
と
「
い
ま
ひ
と
つ
ピ

ン
と
こ
な
か
っ
た
」
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
地
域
全
体
と
し

て
も
「
こ
れ
は
妊
婦
さ
ん
の
問
題
だ
」
と
い
う
空
気
が
支
配
的
だ
っ
た
。

逆
に
「
守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
精
神
科
の
医
師
不
足
に
つ
い
て
実
感

は
な
か
っ
た
と
思
う
。
双
方
と
も
、
そ
れ
が
む
し
ろ
当
然
で
、
互
い
に

2627

1

精神科 医師がいまいということは、 もう鹿角には住めないということだ

産婦人科・子育て
若い人は子どもの産める場所に出ていく

鹿角で一番困っていることは病院の少なさ

各診療科
鼻の吸入だけでも毎日できたら助かる

透析の代わりに食事でコントロール

医師の労働など
入院時朝晩様子を見に来る医師はいつ休んでいるのか

信頼している医師が次の受診時には変わっている

医療全般

大館に行くと 「鹿角で受診を」と言われる

震災被災者受入時、鹿角の医療の不十分さ感じた

当直医の当たり外れで命の危険、鹿角には救急がないようなもの

専門医でなくても知識ある人に相談できる場を

診療科に関係を〈診てほしい

専門分化しすぎたのが医師不足の原因なのでは

総合医という名前の専門医、でも鹿角には来をい
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間
に
な
る
か
も
し
れ
な
ど
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
同
意
し
た
う
え
で
の
「
覚
悟
の
転
院
」
。
最

初
の
数
年
は
外
科
の
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
泌
尿
器
科
の
医
師
が
赴
任
し
、
安
心
し
て
透
析

を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

腎
友
会
の
粘
り
強
い
交
渉
が
実
を
結
び
、
５
人
が
鹿
角
で
透
析
で
き
る
よ
う
に

い
よ
い
よ
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
奥
さ
ん
は
「
鹿
角
で
の
透
析
」
を
申
し
出
ま
す
。
鹿
角
に
は
透
析
専
門

の
医
師
が
い
な
い
た
め
、
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
館
と
鹿
角
そ
れ
ぞ
れ
の
「
腎
友
会
」
が
病
院

と
粘
り
強
く
交
渉
し
、
２
０
１
う
年
（
平
成
刀
）
年
ｎ
月
、
Ｋ
さ
ん
は
、
つ
い
に
、
か
づ
の
厚
生
病
院
で
透
析

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
時
、
Ｋ
さ
ん
を
は
じ
め
、
う
人
の
方
が
「
鹿
角
で
の
透
析
」
に
移
っ
た
そ
う
で
す
。
「
植
物
人

週
３
回
の
透
析
、
大
館
ま
で
の
送
迎
に
奥
さ
ん
が
泣
く

２
０
１
４
（
平
成
妬
）
年
、
Ｋ
さ
ん
は
腎
臓
が
悪
く
な
り
、
鹿
角
組
合
総
合
病
院
を
経
て
大
館
市
立
病
院
に

入
院
。
退
院
後
週
３
回
、
大
館
ま
で
透
析
に
通
う
生
活
が
始
ま
り
ま
す
．

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
の
す
ご
く
苦
し
ん
だ
の
が
Ｋ
さ
ん
を
送
り
迎
え
す
る
奥
さ
ん
で
す
。
鹿
角
大
館
間

約
弧
伽
。
奥
さ
ん
の
車
に
は
、
い
つ
も
後
続
車
の
長
蛇
の
列
が
出
来
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
の
週
３
回
。

夜
間
や
冬
道
は
怖
く
て
、
辛
く
て
、
泣
き
な
が
ら
運
転
し
ま
し
た
。

仕
事
を
し
な
が
ら
、
鹿
角
・
東
京
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
。
そ
ん
な
生
活
が
７
年
間
続
き
ま
し
た
。

Ｋ
さ
ん
が
東
京
の
持
家
を
売
却
し
、
鹿
角
に
完
全
に
移
住
し
た
の
は
２
０
１
０
（
平
成
理
）
年
で
す
。
こ
の

頃
に
は
、
す
で
に
Ｋ
さ
ん
の
身
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
。
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
定
期
的
に
鹿
角
組

合
総
合
病
院
（
現
か
づ
の
厚
生
病
院
）
の
内
科
を
受
診
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
と
仲
良
く
な
る
ヒ
マ
が
な
い

病
院
は
３
カ
月
に
一
度
、
医
師
が
代
わ
り
ま
す
。
Ｋ
さ
ん
は
「
医
師
と
仲
良
く
な
る
ヒ
マ
が
ま
と
と
嘆
い

て
い
た
そ
う
で
す
。
「
病
院
に
行
き
た
く
な
い
」
と
子
ど
も
の
よ
う
に
駄
々
を
こ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い

つ
も
苦
し
ん
で
苦
し
ん
で
、
奥
さ
ん
に
「
う
る
さ
い
、
バ
カ
ャ
ロ
ー
」
な
ど
と
当
り
散
ら
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

Ｋ
さ
ん
の
激
動
の
人
生
は
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
８
月
羽
日
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
同
月
妬
日
に
帥
歳
に
没
っ

た
ば
か
り
で
し
た
。

奥
さ
ん
は
、
苦
し
い
時
に
力
に
な
っ
て
く
れ
た
「
腎
友
会
」
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
今
で
も
「
鹿
角
腎
友
会
」
に
籍
を
置
い
て
い
ま
す
。

（
賢
友
会
Ⅱ
腎
臓
病
の
患
者
会
）
（
原
文
通
り
「
で
す
ま
す
調
」
に
て
）
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第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら調べる

【図表g】縄文時代の6つの区分と北海道・北剰上の17カ所の縄文這斌腕洋

紀元前13,000年紀元筋7,000年 紀元前う,OOO年紀元前3,M年紀元菌2,剛年 紀元前1,NO年 紀元前4M年
▽ ▽ ▽▽ ▽ ▽ ▽

達
し
た
」
と
あ
る
。

当
時
は
今
よ
り
も

捕
獲
で
き
る
河
川
の
近
く
や
汽
水
性
の
貝
類
を
得
や
す
い
干
潟
近
く
、
あ
る
い
は
ブ
ナ
や
ク
リ
の
群
生
地
な
ど
、
集

落
の
選
地
に
は
多
様
性
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
に
応
じ
て
食
料
を
獲
得
す
る
た
め
の
技
術
や
道
具
類
も
発

緬
鱸
縄
文
辿
跡
群

海
面
が
高
く
、
津
軽
海
峡
海
峡

(北）北海道、 （背）背森県、 （秋）秋田県UNESCOホームページ等より

１
万
年
も
続
い
た
縄
文
時
代

鹿
角
地
域
（
鹿
角
市
お
よ
び
小
坂
町
）
内
に
は
、
数
多
く
の
「
縄
文
人
の
痕
跡
」

が
あ
る
（
参
考
文
献
刀
～
汐
）
。

そ
の
代
表
と
も
言
え
る
「
大
湯
環
状
列
石
（
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
）
」
は
、

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
７
月
刀
日
、
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の

一
つ
と
し
て
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
（
図
表
９
）
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
認
定

し
た
理
由
に
つ
い
て
「
２
点
の
評
価
基
準
に
該
当
し
産
と
し
て
い
る
。
１
点
目

は
「
（
同
遺
跡
群
は
）
１
万
年
以
上
も
の
長
期
間
継
続
し
た
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
を

基
盤
と
し
た
、
世
界
的
に
も
稀
な
定
住
社
会
と
、
足
形
付
土
版
、
有
名
な
遮
光
器

土
偶
等
の
考
古
遺
物
や
蟇
捨
て
場
盛
土
、
環
状
列
石
等
の
考
古
逝
構
で
明
ら

か
な
よ
う
に
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
精
微
で
複
雑
な
精
神
文
化
を
伝
え
る
類
ま
れ
な

物
証
」
と
評
し
、
２
点
目
と
し
て
「
定
住
の
開
始
か
ら
そ
の
後
の
発
展
、
最
終
的

な
成
熟
に
至
る
ま
で
の
、
集
落
の
定
住
の
在
り
方
と
土
地
利
用
の
顕
著
な
見
本
で

あ
る
。
縄
文
人
は
農
耕
社
会
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
土
地
を
大
き
く
改
変
す
る
こ
と

な
く
、
変
化
す
る
気
候
に
適
応
す
る
こ
と
で
永
続
的
な
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
の
生

活
の
在
り
方
を
維
持
し
た
。
食
料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
サ
ケ
が
遡
上
し
、

Ｂ
北
の
要
所
・
か
づ
の

の
距
離
は
長
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
縄
文
人
は
北
海
道
と
青
森
県
と
の

間
を
往
来
し
て
い
た
。
両
者
に
共
通
す
る
「
円
筒
土
器
、
ヒ
ス
イ
製
品
」

や
、
北
東
北
に
残
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
な
ど
も
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
鹿
角
に
は
「
毛
馬
内
（
け
ま
な
い
）
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
が
、

ア
イ
ヌ
語
の
「
奥
に
あ
る
沢
（
あ
る
い
は
漁
具
の
谷
、
湿
地
）
」
を
由

り
来
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

戸
「
縄
文
時
代
は
ど
う
し
て
１
万
年
も
続
い
た
の
か
」
旨
の
議
論
に
接

↓
し
た
こ
と
が
あ
る
。
論
者
の
一
人
に
よ
れ
ば
、
縄
文
時
代
約
１
万
年

卜似
間
と
、
そ
の
後
現
代
に
至
る
約
２
４
０
０
年
間
と
の
最
大
の
違
い
は

石綱
「
私
有
財
産
の
有
無
」
だ
と
い
う
。
「
縄
文
」
は
、
み
ん
な
で
力
を
合

顎
わ
せ
自
然
を
壊
さ
ず
、
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
に
よ
っ
て
暮
ら
す
「
共

大

同
の
時
代
」
だ
っ
た
。
「
弥
生
時
代
」
に
農
耕
が
始
ま
り
、
人
々
は
一

定
の
「
土
地
」
に
定
着
し
て
い
く
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
農
地
の
良

し
悪
し
や
広
さ
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
始
ま
り
、
「
私
有
地
」
を
守
る
た

め
に
「
武
士
」
が
登
場
す
る
。
同
族
が
集
団
を
つ
く
り
、
境
界
線
を

3233

1

草創朗 早期 前期 中期 後期 晩期

居住地の形成

氷期終、温職上

典落の成立

温職ﾋﾋ海進

災鳶臆設の多徴化

嚇火後気候安定

拠点災蔦の出現

安定的温暖気候

共同祭記や墓地

一時的を寒冷化

祭鯉基地分薩

冷涼な気侯

大平山元巡跡(瀞） 垣ﾉ島巡跡(北） 北黄金貝壕(北）

田小屋野貝塚(背）

二ｼ森貝塚(青）

三内丸山(青）

大船道跡(北）

御所野道跡(岩）

入江貝塚(北）

小牧野遡跡(青）

伊勢堂岱遺跡(秋）

大鰐現状列石(秋）

ｷｳｽ畠群(北）

大森勝山適跡(青）

高砂貝塚(北）

、ヶ間遺跡(青）

是1l1遺跡(背）



第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら鯛ぺる

【図表10】鹿角市・小坂町の鉱山から生産された｢金・銀・銅｣の金額換算 鉱
山
を
め
ぐ
る
三
つ
巴
の
領
有
権
争
い

鹿
角
は
昔
か
ら
「
北
の
要
所
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
豊
か
な
鉱
産
物
を
獲
得
す
べ
く
、
中
世
以
降
、
こ
の
地
域
を
め
ぐ
り
、

南
部
（
岩
手
）
・
秋
田
・
津
軽
（
青
森
）
の
三
勢
力
が
激
し
い
領
有
権
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
戊
辰
戦
争
で
も
敵

味
方
が
入
り
乱
れ
、
鹿
角
は
、
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
の
１
年
間
だ
け
で
も
「
北
奥
県
・
九
戸
県
・
八
戸
県
・
三
戸
県
．

江
刺
県
」
と
帰
属
が
変
遷
。
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
よ
う
や
く
「
秋
田
県
」
に
仲
間
入
り
し
た
。

財
団
法
人
・
秋
田
県
鉱
山
会
館
が
２
０
０
う
（
平
成
〃
）
年
３
月
に
発
行
し
た
「
秋
田
県
鉱
山
誌
」
に
よ
れ
ば
、

主
に
１
８
８
８
（
明
治
型
）
年
か
ら
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
の
１
０
０
年
間
、
鉱
山
に
は
近
代
的
な
技
術
が
投
入

さ
れ
、
鉱
物
の
産
出
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
金
額
換
算
す
れ
ば
金
銀
銅
だ
け
で
累
計
約
８
千
億
円
に
な
る
（
お
頁

図
表
扣
）
。
当
時
は
人
で
沸
き
返
り
、
選
鉱
場
・
製
錬
所
・
住
宅
・
保
養
・
遊
興
施
設
な
ど
、
鹿
角
地
域
は
不
夜
城
の

引
い
て
「
国
」
が
生
ま
れ
、
統
率
す
る
た
め
に
身
分
・
階
級
を
誇
示
し
、
人
も
国
も
強
者
が
弱
者
を
従
え
る
。
や
が
て
「
土

型
は
「
カ
ネ
」
に
代
る
が
、
「
武
士
」
は
「
軍
隊
」
に
発
展
し
、
争
い
事
が
治
ま
る
気
配
は
な
い
。
す
べ
て
は
、
今

地
」
は
「
カ
ネ
．

私
た
ち
は
、
い
ま
「
地
球
の
存
亡
」
を
め
ぐ
っ
て
、
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ぽ
っ
と
出
の
現
代
人
が
、

「
カ
ネ
」
の
た
め
に
、
許
さ
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
も
の
を
自
然
か
ら
掠
奪
し
、
侵
し
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
強
烈
な
「
火
」

を
焚
き
続
け
た
た
め
、
地
球
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
警
告
を
発
し
て
い

る
が
、
権
力
者
の
暴
走
は
止
ま
ら
な
い
。
「
今
こ
そ
、
縄
文
人
の
賢
さ
に
学
ぶ
べ
き
だ
…
」
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
が
そ

う
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

に
通
じ
て
い
る
。

は2019年6月相場による

ご
と
く
輝
い
て
い
た
（
参
考
文
献
２
）
。

危
険
な
仕
事
と
隣
り
合
わ
せ
の
鉱
山
に
は
病
院
も
あ
っ

閉年

た
。
「
小
坂
鉱
業
所
病
院
」
は
、

創
立
当
時
、
「
東
北
大
学
付

属
病
院
に
次
ぐ
」
と
言
わ
れ
、

優
れ
た
各
専
門
医
師
や
高
水

準
の
医
療
設
備
で
名
実
と
も

に
総
合
病
院
の
実
績
を
誇
っ

て
き
た
。
「
尾
去
沢
病
院
」
も
、

り
特
に
１
９
４
７
（
昭
和
理
）

よ珈
年
以
降
は
医
師
が
増
え
続
け
、

とは
「
小
坂
鉱
業
所
病
院
」
よ
り
盛

麺
ん
な
時
期
も
あ
っ
た
（
図
表

調唾
Ⅲ
）
。

掴
し
か
し
、
資
源
の
枯
渇
に

第到
伴
い
、
鉱
山
は
衰
退
し
、
人
々

の嘘
も
去
り
、
病
院
も
姿
を
消
し

極
て
い
く
。
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鉱山 主を企業

金(1911年～1990年）

生産蛍

K9

金額換算

(千円）

4,720円/9

銀（1888；

生産趾

K9

§～1990年）

金額換算

(千円）

ﾗ3,400円/K9

銅(1888年～19ﾂ0年）

生産量

t

金額換算

(千円）

670円/K9

金額計

千円

小
坂

鉛山

大地

古遠部

相内

堀内

元山

内の岱上向

日本鉱業

三菱鉱業

三菱鉱業

日東鉱山

日曹鉱業

同和鉱業

同和鉱業

2,013

2,713

2,012

10,679

9,ﾗ01,360

12,80ﾗ,360

9,496,640

う0,404,880

11,014

126,012

113,う42

339,400

1,110,000

ﾗ88,148

6,729,041

6,063,143

18,123,％0

39,274,000

9,61ラ

241

ﾗ7,ﾗ27

49,48ラ

ﾗ6

108,482

214,ﾗ“

6,442,0ﾗ0

161 470

38,う43 090

33,1ﾗ4 9ﾗ0

37 ﾗ20

72,682 940

143,744 480

7,030,198

161 470

う4,773 491

ﾗ2,023 4ﾗ3

37 520

100,303 う40

2ﾗ3,423,360

鹿
角

新不老倉

不老倉

花轄

小真木

尾去沢

同和鉱業

古河鉱業

日本鉱業

三菱鉱業

三菱鉱業

6“

107

3,060

3,134,080

ﾗ0ﾗ,040

14,443,200

116,28う

88

13ﾗ,176

6,209,619

266,3ﾗ9

7,218,398

1う,268

12,367

80,130

10,119

303,714

10,229 ﾗ60

8,28う,890

ﾗ3,687,100

6,779,730

204,828,380

10 229,360

8 28う,890

63 030,79ツ

7 ﾗﾗ1,12’

226.489,978

計 21,248 100,290,ﾗ60 1,9ﾗ6,417 104,472,668 863,ﾗ48 ﾗ78,ﾗ77,160 783,340,388

開院 閉院 備考

小坂鉱業所病院 1908年(M41)～1997年(H9)

尾去沢病院 1924年(T13) ～1978年(S,3)推定

鹿角組合総合病院 1934年(S9) ～2010年(H22)新築移転

かづの厚生病院 2010年(H22) ～ 改名

鹿角中央病院 1989年(H1) ~

大湯リハビリ病院 1993年(H3) ~



第2章住民が｢地域jを見つめ直し、自ら調べる ！

よ
り
積
極
的
に
合
併
を
進
め
た
。
当
地
域
で
も
、
大
館
市
が
旗
を
振
り
、
鹿
角
・
小
坂
・
比
内
・
田
代
と
の
２
市
３

町
合
併
を
呼
び
か
け
た
が
、
小
坂
町
は
約
１
年
間
に
及
ぶ
町
民
と
の
丁
寧
な
話
し
合
い
の
末
、
２
０
０
３
（
平
成
巧
）

年
ｎ
月
Ⅳ
日
に
「
自
主
自
立
」
を
表
明
し
、
鹿
角
市
も
こ
れ
に
同
調
。
結
果
的
に
、
鹿
角
市
は
、
「
平
成
の
大
合
併
」

」
、
鹿
角
市
も
こ
れ
に
同
調
。
結
果
的
に
、
鹿
角
市
は
、
「
平
成
の
大
合
併
」

【図表12】鹿角市・小坂町の｢人口減少｣が激しくなる時期について

1954年(529)

1958年(533)

1966年(541)

1969年(S44)

1971年(546)

1973年(S48)

ー

ー

ー

ー

’
一

1978年(S53)

｜
一

口
減
激
化

2003年(H15)

に
お
い
て
県
内
で
唯
一
「
合
併
を
し
な
か
っ
た
市
」
と
な
っ
た
（
参
考

文
献
汐
）
。

市
町
村
合
併
は
、
一
般
に
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
や
運
営
の
効
率
化

な
ど
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
住
民
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
行
政

と
の
距
離
が
、
実
質
的
に
も
、
ま
た
気
持
ち
の
面
で
も
遠
く
な
る
こ
と

卿
を
意
味
す
る
。
昔
か
ら
「
住
民
ど
う
し
の
関
係
」
は
「
味
噌
汁
が
冷
め

罐
を
い
範
囲
」
で
培
わ
れ
、
「
合
併
し
た
か
ら
人
間
づ
き
あ
い
が
拡
が
る
」

幅
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
現
に
「
お
祭
り
」
な
ど
は
、
た
い
て
い
ど
こ

居瀝
で
も
旧
地
区
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
的
な
合
併
が
、
こ
れ
ら
の

”
「
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
」
を
切
り
裂
き
、
「
お
祭
り
」
を
衰
退
さ
せ

小

人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
か
ど
う
か
、
こ

こ
が
「
分
か
れ
道
」
だ
と
思
う
。

お
そ
ら
く
国
や
県
の
圧
力
も
あ
っ
た
は
ず
だ
と
推
測
す
る
。
そ
れ
で

も
「
合
併
を
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
鹿
角
市
と
小
坂
町
は
「
自

分
た
ち
の
市
や
町
を
自
分
た
ち
の
力
で
築
く
決
意
を
固
め
た
」
と
も

(A･Bの期間・年次は｢鹿角市人口ビジョン｣による）
2016年(H28)

｢市民町民の会｣による第2回地域調査の『まとめ｣付属資料より

鹿
角
市
と
小
坂
町
の
程
よ
い
関
係

鹿
角
市
は
、
１
９
７
２
（
昭
和
々
）
年
４
月
１
日
、
３
町

１
村
（
花
輪
町
、
十
和
田
町
、
尾
去
沢
町
、
八
幡
平
村
）
の

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
。
ま
た
、
小
坂
町
は
、
１
９
う
う
（
昭

和
知
）
年
４
月
１
日
、
旧
小
坂
町
と
七
滝
村
が
合
併
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

秋
田
県
は
、
１
９
９
９
（
平
成
ｕ
）
年
か
ら
２
０
１
０
（
平

成
理
）
年
に
か
け
て
、
的
あ
っ
た
市
町
村
を
乃
に
激
減
さ
せ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
全
国

の
合
併
率
妬
・
６
％
に
対
し
て
、
秋
田
県
は
田
・
８
％
と
、

全
国
各
地
で
、
崖
か
ら
転
が
り
落
ち
る
よ
う
な
「
企
業
城

下
町
」
の
衰
退
ぶ
り
を
目
に
す
る
。
鹿
角
も
例
外
と
は
言
え

な
い
（
図
表
枢
）
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
小
坂
町
は
、

鉱
業
で
培
っ
た
技
術
を
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
充
て
、
鉱
害
に
耐

え
た
ア
カ
シ
ア
か
ら
蜂
蜜
を
採
り
、
当
時
の
鉄
道
も
活
用
当
鉱

山
事
務
所
」
や
芝
居
小
屋
「
康
楽
館
」
の
明
り
を
灯
し
続
け

る
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
た
暹
し
い
町
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
。
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第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら鯛くる

【図表13】鹿角市の主な序育て支援制園

市
立
・
町
立
図
書
館
は
、
笑
顔
豊
か
な
館
員
が
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
民
話
や
歴
史
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学

ぶ
機
会
に
溢
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
角
市
・
小
坂
町
の
対
応
は
、
「
市
民
町
民
の
会
」
の
よ
う
な
任
意
の
住
民
団
体
に

対
し
て
も
驚
く
ほ
ど
良
い
。
各
種
申
し
入
れ
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
真
蟄
に
受
け
止
め
、
内
部
で
十

分
に
検
討
し
た
後
、
結
果
的
に
断
る
場
合
で
も
、
理
由
を
添
え
た
説
明
を
欠
か
さ
な
い
。

鹿
角
市
と
小
坂
町
は
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
い
、
自
主
・
自
立
を
基
礎
に
、
時
に
は
協
力
・
共
同
し
あ
い
な
が
ら
、

ほ
ど
よ
い
距
離
感
と
関
係
性
を
保
っ
て
い
る
。

秋
田
の
医
療
は
厚
生
連
が
支
え
て
き
た

秋
田
県
全
体
の
医
療
は
「
厚
生
連
（
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）
」
が
支
え
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
末
現
在
、
厚
生
連
８
病
院
の
病
床
数
（
３
０
９
６
床
）
は
、
県
内
全
病
床
（
１
万
４
０
１
４
床
）

の
別
・
９
％
占
め
、
自
治
体
立
必
病
院
（
２
９
３
０
床
）
を
上
回
る
。

秋
田
県
厚
生
連
の
ル
ー
ツ
は
、
１
８
９
う
（
明
治
翌
年
に
石
川
理
紀
之
助
ら
が
立
ち
上
げ
た
「
私
設
・
県
農
会
」

で
あ
る
。
や
が
て
、
そ
れ
は
「
産
業
組
合
」
と
し
て
成
長
し
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
、
３
７
７
う
人
の
農
民
が

１
口
う
円
の
お
金
を
出
資
し
合
っ
て
「
医
療
利
用
組
合
」
に
発
展
。
そ
の
後
、
数
年
間
で
９
病
院
が
建
設
さ
れ
、
今

日
の
原
型
が
整
う
。
戦
後
、
医
療
利
用
組
合
は
「
厚
生
連
」
に
姿
を
変
え
た
。
戦
争
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
全
国

で
数
多
く
の
厚
生
連
が
姿
を
消
す
中
、
秋
田
県
は
何
と
か
踏
み
留
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。

鹿
角
の
場
合
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
如
月
に
開
院
し
た
「
鹿
角
医
療
利
用
組
合
」
が
出
発
点
。
設
立
の
実
質

せ
て
い
る
。

鹿角市移住定住支援サイト 『鹿角悪らし』子育て支援制度より

【図表14】鹿角市の｢子育てサークル｣の例

鹿角市子ども未来センターホームページより

一
一
言
塵
え
ヂ
。
。

例
え
ば
、
鹿
角
市
は
、
他
市
区
町
村
の
住
民
か
ら
羨
ま

し
が
ら
れ
る
ほ
ど
「
子
育
て
支
援
」
が
手
厚
い
。
始
ま
り

は
市
立
「
十
和
田
保
育
園
」
の
新
築
移
転
に
併
せ
２
人

の
「
子
育
て
支
援
員
」
を
配
置
し
た
こ
と
。
各
種
の
子
育

て
支
援
制
度
そ
の
も
の
も
優
れ
て
い
る
が
、
着
目
す
べ
き

は
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」
な
ど
、
「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
」

と
い
う
考
え
方
だ
（
図
表
旧
・
叫
）
。
ま
た
、
病
院
跡
地
に

建
設
し
た
「
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
」
で
は
、
学
生

生
徒
が
勉
強
す
る
姿
が
日
常
に
な
っ
た
。
彼
ら
に
聞
く
と

頑
ま
ま
で
居
場
所
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
」
そ
う
だ
。
鹿
角

市
は
、
庁
内
に
「
政
策
研
究
所
」
を
設
置
。
外
部
の
学
識

経
験
者
も
交
え
、
調
査
・
研
究
・
提
言
を
す
る
な
ど
、
自

主
的
な
政
策
形
成
能
力
を
高
め
る
努
力
に
余
念
が
な
い
。

一
方
、
小
坂
町
も
保
育
料
完
全
無
償
化
、
小
中
一
貫
教

育
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
各
種
助
成
、
日
本
語
学
校
な
ど
「
人

を
育
て
る
こ
と
」
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
ワ
イ
ン
・
ヒ
メ

マ
ス
な
ど
、
地
に
着
い
た
産
業
を
次
か
ら
次
へ
と
膨
ら
ま
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保育料第1子より無償。児童ク
ラブ利用料3人目以降は無償

国の無償対象外(0~2歳児)も対象(一部所得制限あり)。

3人目以降は所得制限は渡〈全世帯対象

医療費は18歳まで無償
所得制限により一部世帯では対象外となる。0歳児等

を除き、月額1,000円上限の負担あり

3人目以降が生まれた家庭の、

一時預かり利用料等を応援（年

1う,000円上限）

教育費（小・中・高）3人目以

降は年額最高36,000円の補助

小学生は12,000円、中学生は24,000円の定額補助。

高校生は授業料、教科書購入の補助（上限36,000円）

かづのこ元気シズ 花輪・尾去沢・八幡平・十和田地区の子どもと保護者

くびれてみヨーガ（ヨガ）

ホリデーサークル（働く親）

ちびっこまなびっこ

ママの本棚

ままのごはん》

市内の0歳～小学校6年生までの子どもの保護者



第2章住民が｢地域jを見つめ直し、自ら調べる

【図表15】秋田県厚生連のg病院
非
常
勤
の
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
は
具
合
の
悪
い
人
が
来
る
と
こ
ろ
」
の
一
言
に
感
動

若
く
し
て
両
親
や
夫
に
先
立
た
れ
た
Ｃ
さ
ん
は
、
人
生
の
ほ
と
ん
ど
が
一
人
暮
ら
し
。
生
き
る
た
め
に
、
１

人
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
女
を
子
宮
が
ん
が
襲
い
ま
す
。
大
晦
日
に
大
量
の
出
血
。
携
帯
電
話
に
保

存
し
て
あ
る
番
号
に
誰
と
も
言
え
ず
助
け
を
求
め
た
と
こ
ろ
Ｅ
運
よ
く
、
ま
だ
飲
酒
し
て
い
な
か
っ
た
人
に
よ
っ

て
病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
の
病
院
の
当
直
は
、
岩
手
医
大
か
ら
来
た
非
常
勤
の
男
性
医
師
。
Ｃ
さ
ん
は
、
診
察
す
る
医
師
の
前

で
も
不
正
出
血
が
止
ま
ら
ず
、
恥
ず
か
し
い
や
ら
、
申
し
訳
な
い
や
ら
で
、
謝
っ
て
ば
か
り
。
し
か
し
、
医
師
は
「
こ

医
療
の
大
切
さ
が
身
に
染
み
て
わ
か
る
だ
け
に
、
住
民
運
動
を
陰
な
が
ら
応
援

鹿
角
で
生
ま
れ
育
っ
た
Ｃ
さ
ん
は
、
紫
斑
病
（
う
歳
）
、
脳
梗
塞
（
刃
歳
）
、
子
宮
が
ん
（
諏
歳
）
、
免
疫
不

全
症
（
削
歳
）
巻
と
、
い
く
つ
も
の
大
病
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
「
医
療
」
の
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
分
か
っ
て
い
ま
す
。
「
鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市

民
町
民
の
会
」
の
会
議
や
集
会
な
ど
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
住
民
運
動
を
心
の
底
か
ら
応
援
し
、
彼

女
な
り
の
方
法
で
、
陰
か
ら
ず
っ
と
支
え
て
き
ま
し
た
。

【
住
民
の
証
言
③
］
Ｃ
さ
ん
の
場
合

私
の
人
生
は
「
大
き
な
病
気
」
の
連
続
、
地
元
に
医
療
は
不
可
欠

(秋田県哩生連HPより）

的
な
中
心
人
物
は
中
村
次
郎
氏
で
あ
っ
た
。
１
９
４
１
（
昭
和
船
）
年
「
鹿

角
組
合
病
院
」
に
改
称
。
初
代
院
長
は
北
海
道
大
学
卒
の
村
松
正
雄
医
師
。

４
代
目
と
な
る
伊
藤
忠
雄
院
長
赴
任
を
機
に
岩
手
医
科
大
学
か
ら
各
診
療
科

の
医
師
派
遣
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
「
か
づ
の
厚
生
病
院
」
に
至
る
。

な
お
、
中
村
次
郎
氏
は
、
１
８
９
０
（
明
治
羽
）
年
、
小
坂
町
生
ま
れ
。

秋
田
師
範
中
退
。
灯
歳
ご
ろ
か
ら
宗
教
運
動
に
入
り
、
北
海
道
ト
ラ
ピ
ス
ト

修
道
院
の
牧
場
や
札
幌
農
大
の
農
場
等
で
働
き
、
第
一
次
大
戦
直
後
、
大
阪
天

正
日
日
新
聞
」
の
記
者
に
な
る
。
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
「
十
和
田
タ
ィ
ム
ス
」

発
刊
。
建
築
石
材
業
を
営
む
傍
ら
、
貧
乏
人
会
同
人
、
十
和
田
自
然
道
場
長
、

詩
人
と
、
多
岐
多
才
で
あ
っ
た
（
図
表
お
）
。
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病院名 起源機関発足 病床数（2023年12月時点）

かづの厚生病院 1934(S9)年 199床（一般197床、感染2床）

北秋田市民病院 1929(S4)年
320床（一般224床、精神40床、結核4床、

感染4床、療養48床）

能代厚生医療センター 1932(S7)年 393床（一般329床、精神60床、感染4床）

湖東厚生病院 1933(S8)年 100床（一般100床）

秋田厚生医療センター 1932(S7)年 431床（一般429床、感染2床）

由利組合総合病院 1933(S8)年 606床（一般602床 感染4床）

大曲厚生医療センター 1934(S9)年 437床（一般433床 感染4床）

平鹿総合病院 1932(S7)年 う64床（一般うう8床 感染6床）

雄勝中央病院 1933(S8)年 366床（一般362床 感染4床）



第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら鯛ぺる

一
つ
だ
け
、
入
院
時
に
Ｃ
さ
ん
が
「
と
て
も
困
る
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
身
元
保
証
人
」
で
す
。

天
涯
孤
独
に
近
い
Ｃ
さ
ん
に
「
身
元
保
証
人
」
は
居
ま
せ
ん
。
事
務
的
に
記
入
を
求
め
る
看
護
師
の
態
度
に
腹

が
立
つ
こ
と
も
…
。
し
か
し
、
病
人
は
、
病
院
の
中
で
は
「
弱
い
立
場
」
で
す
。
逆
ら
う
こ
と
も
で
き
ず
、
血

縁
の
無
い
遠
い
親
戚
に
頭
を
下
げ
、
書
い
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
註
）
身
元
保
証
人
が
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
病
院
が
入
院
を
拒
否
す
る
こ
と
は
「
医
師
法
違
反
」
と
い
う
通

知
が
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
２
０
１
８
年
４
月
刀
日
）
。
以
来
、
ほ
と
ん
ど
の
病
院
は
記
入
を

天
涯
孤
独
の
患
者
に
は
「
身
元
保
証
人
」
が
い
な
い

大
病
を
す
る
た
び
に
、
Ｃ
さ
ん
は
長
い
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
に
そ
の
環
境
が
な
い
時
は
、

大
館
や
盛
岡
の
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
病
気
を
地
元
で
治
す
こ
と
は
難
し
い
と
、
そ
の
点
は
理
解

を
示
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
体
調
が
悪
い
時
の
通
院
は
「
本
当
に
辛
い
」
と
言
い
ま
す
。
鹿
角
で
お
産
が
出
来

な
く
な
っ
た
時
、
Ｃ
さ
ん
は
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
、
妊
婦
さ
ん
や
婦
人
科
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
心
配
し

こ
は
具
合
の
悪
い
人
が
来
る
と
こ
ろ
で
す
よ
。
心
配
し
な
い
で
…
」
と
優
し
く
応
対
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
ほ
ど
「
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
良
い
医
師
が
い
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
日
、
入
院
し
な
が
ら
、
そ
の
医
師
を
探
し
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
聞
け
ば
、
た
ま
た
ま
大
晦
日
に
手
術

を
手
伝
い
に
来
て
い
た
と
の
こ
と
。
Ｃ
さ
ん
は
、
そ
の
偶
然
に
感
謝
し
ま
し
た
。

強
い
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
は
ず
で
す
が
…
。

て
い
ま
し
た
。

一
つ
だ
け
、

（
原
文
通
り
「
で
す
ま
す
調
」
に
て
）
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第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら調べる

地
域
調
査
で
浮
上
し
た
「
生
き
づ
ら
さ
」

「
市
民
町
民
の
会
」
は
、
鹿
角
が
「
精
神
科
の
空
白
地
域
」
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
発
足
し
、
主
に
「
精
神
科
の
常

勤
医
師
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
主
眼
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
活
動
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
精
神
科
だ
け
の
話
で
は
な

い
」
こ
と
に
気
づ
き
、
さ
ら
に
「
医
療
の
問
題
は
、
医
療
の
事
だ
け
考
え
て
い
て
も
解
決
し
そ
う
も
な
ど
こ
と
な

ど
が
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
国
民
医
療
研
究
所
（
現
・
日
本
医
療
総
合
研
究
所
）
の
力
を
お
借
り
し
て
、

２
０
１
１
（
平
成
刀
）
年
８
月
型
日
か
ら
３
日
間
、
初
の
「
地
域
調
査
」
に
取
り
組
む
。
そ
の
報
告
集
会
で
、
調
査

団
長
の
牧
野
忠
康
教
授
（
当
時
、
日
本
福
祉
大
学
）
は
、
「
行
政
も
医
療
も
頑
張
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
住
民
に
相
談

な
く
物
事
を
進
め
て
い
る
た
め
、
地
域
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

こ
の
調
査
の
意
義
は
大
変
大
き
か
っ
た
が
、
期
間
が
短
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
内
容
が
限
定
的
で
あ
っ
た
。

地
域
に
は
、
閉
じ
こ
も
る
高
齢
者
、
居
場
所
が
な
い
子
ど
も
た
ち
、
店
舗
の
減
少
な
ど
、
「
人
間
が
生
き
る
上
で
の
基
盤
」

に
か
か
わ
る
難
問
が
山
積
し
て
い
る
。
解
決
策
を
含
め
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
必
要
性
を
感
じ
、
「
自
分
た
ち
の
力

で
調
べ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
住
民
自
身
が
調
査
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
調
査
期
間
を
気
に
し
な

く
て
も
よ
い
こ
と
だ
。
実
施
を
決
め
た
２
０
１
６
（
平
成
羽
）
年
６
月
汐
日
か
ら
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
″

日
の
報
告
集
会
に
至
る
ま
で
、
こ
の
「
第
２
回
地
域
調
査
」
に
は
、
実
に
５
年
間
も
費
や
し
た
。
横
山
壽
一
教
授
（
当

時
、
佛
教
大
学
）
や
長
友
薫
輝
教
授
（
当
時
、
三
重
短
期
大
学
）
の
優
し
く
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
多

く
の
住
民
か
ら
聞
い
た
話
を
基
に
「
課
題
」
を
整
理
し
、
膨
大
な
資
料
を
探
し
集
め
て
「
原
因
」
を
究
明
。
全
国
の

【図表16】市町村別平均寿命(平成22年度、単位：才） ４
「
生
き
づ
ら
さ
」
に
つ
い
て
考
え
る
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(市民町民の会｢第2回地域調査のまとめ｣より､出典は鹿角市資料及び平成22年生命表）

（
１
）
今
の
日
本
は
、
基
本
的
に
「
生
き
づ
ら
い
社
会
」
で
あ
る
こ
と

１
点
目
の
原
因
は
、
国
民
全
体
に
係
る
ベ
ー
ス
と
し
て
、
今
の
日
本
が
「
生

き
づ
ら
い
」
社
会
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
度
合
い
が
日
々
増
し
て
い
る
こ
と
に

坐
ハ
》
つ
（
》
Ｏ

今
の
日
本
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
、
し
か
も
、

そ
れ
が
「
個
人
の
せ
い
（
自
己
責
任
）
」
に
さ
れ
る
た
め
、
「
自
己
否
定
」
の

感
情
を
抱
き
、
「
ひ
き
こ
も
る
」
し
か
な
い
大
人
や
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。

「
生
き
づ
ら
さ
」
は
、
国
民
の
「
荒
れ
」
に
も
表
れ
て
い
る
。
後
先
の
事
を

住
民
の
知
恵
か
ら
学
び
得
た
「
対
策
」
も
提
案
す
る
豊
富
な
内
容
で
、
報
告

資
料
は
約
３
０
０
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
。
あ
ま
り
に
も
厚
す
ぎ
る
た
め
に
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
ま
で
作
っ
た
。

「
地
域
を
見
つ
め
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
残
念
な
事
実
か
ら
目
を
背
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
辛
さ
も
伴
う
。
実
態
を
示
す
数
値
は
「
鹿
角
は
、
男
女
と
も
、

秋
田
県
内
で
最
も
短
命
」
と
い
う
現
実
を
突
き
付
け
て
き
た
（
図
表
胴
）
。
そ

の
解
明
に
は
長
い
時
間
を
要
し
た
が
、
結
果
的
に
、
私
た
ち
は
、
短
命
の
原

因
を
四
つ
に
整
理
し
た
（
以
下
（
１
）
～
（
４
）
は
、
市
民
町
民
の
会
『
第

２
回
地
域
調
査
の
ま
と
め
』
原
文
（
参
考
文
献
３
）
）
。
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第2章住民が｢地壊｣を見つめ直し、自ら調べる

秋
田
県
の
現
状
は
、
日
本
全
体
の
「
生
き
づ
ら
皇
を
改
善
す
る
方
向
で
は
な
く
、
む
し
ろ
弓
生
き
づ
ら
皇
を
助
長
．

増
幅
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

考
え
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
「
は
け
口
」
を
求
め
、
た
ま
た
ま
集
ま
っ
た
人
の
群
れ
が
時
に
暴
徒
と
化
す
。
感
情
の
お
も
む

く
ま
ま
、
友
人
・
家
族
・
自
分
を
も
簡
単
に
傷
つ
け
る
。
こ
れ
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
今

日
の
日
本
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

（
３
）
「
地
域
の
縮
小
」
を
感
じ
る
場
面
が
増
え
、
「
生
き
る
意
欲
」
を
見
出
し
に
く
い
こ
と

上
記
の
よ
う
な
日
本
お
よ
び
秋
田
県
下
に
お
い
て
、
ど
の
地
域
も
苦
労
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
鹿
角
地
域

の
場
合
、
「
鉱
山
の
衰
退
」
な
ど
、
住
民
が
「
地
域
の
縮
小
」
を
感
じ
る
場
面
が
さ
ら
に
増
え
、
一
層
「
生
き
る
意
欲
」

を
見
出
し
に
く
い
条
件
が
重
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
３
点
目
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

う
て
』
『
ノ
・
忠
拭
ぱ
い
。

そ
の
「
優
し
さ
」
を
裏
返
せ
ば
、
「
権
力
に
逆
ら
わ
な
い
こ
と
」
も
意
味
す
る
。
何
か
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
声

を
あ
げ
ず
ガ
マ
ン
す
る
。
「
地
域
の
縮
小
」
に
直
面
し
て
も
人
々
が
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
は
ま
す
ま
す
縮
小
し
て
き
た
。
自
ら
の
生
き
方
も
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
「
石
に
か
じ
り
つ
い
て
で
も
生
き
る
」
暹
し
さ
、

図
太
さ
よ
り
、
ど
こ
か
で
「
あ
き
ら
め
」
の
よ
う
な
思
い
が
勝
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
「
何
が
何
で
も
生
き
な
く
て

は
な
ら
な
い
目
的
」
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
「
し
ぶ
と
く
生
き
る
こ
と
が
家
族
に
迷

惑
を
か
け
る
」
と
、
こ
こ
で
も
「
優
し
さ
」
が
顔
を
覗
か
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

誤
解
を
恐
れ
ず
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
総
じ
て
、
「
住
民
の
『
主
体
者
と
し
て
の
自
覚
」
が
未
成
熟
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
「
４
点
目
の
原
因
」
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
鹿
角
の
精
神
科
は
住
民
運
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
住
民
が
支
え
て
き
た
。
２
０
０
６
（
平

成
肥
）
年
、
鹿
角
が
「
精
神
科
の
空
白
地
域
」
に
な
っ
た
と
き
、
２
３
０
人
の
住
民
が
自
ら
集
ま
り
、
当
会
を
発
足

（
４
）
人
の
「
優
し
さ
」
が
、
「
ガ
マ
ン
・
無
抵
抗
．
あ
き
ら
め
」
等
に
転
じ
て
い
た
こ
と

鹿
角
地
域
は
、
か
っ
て
藩
境
・
県
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
。
激
動
の
歴
史
の
中
、
人
々
が
身
を
寄
せ
合
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
生
き
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
人
の
っ
を
が
り
が
強
く
、
伝
統
行
事
も
数
多
く
残
る
。
協
調
を
是
と
し
、

（
２
）
「
秋
田
市
一
極
集
中
」
や
「
何
で
も
合
併
」
を
軸
に
し
た
地
方
行
政
が
布
か
れ
て
い
る
こ
と

２
点
目
は
「
秋
田
県
」
に
あ
る
。
自
殺
率
・
人
口
減
少
率
・
各
種
死
亡
率
・
独
身
率
・
婚
姻
率
・
出
生
率
な
ど
が
、

ほ
ぼ
毎
年
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
に
名
を
連
ね
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
お
世
辞
に
も
「
住
み
や
す
い
県
」
と
は
言
え

人
間
性
が
優
し
い
。

な
お
、
鉱
山
も
、
中
央
資
本
が
経
営
し
、
資
源
の
枯
渇
に
よ
っ
て
閉
鎖
し
た
。
鹿
角
地
域
の
住
民
が
、
過
ち
や
失

態
を
お
か
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
調
査
で
つ
き
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
京
の
ち
Ⅱ
短
命
」
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は

「
外
因
」
で
あ
る
。

に
注
目
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
、

で
あ
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
原
因
の
解
明
に
は
独
自
の
調
査
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
調
査
で
は
弓
秋
田
市
一
極
集
中
」
「
何
で
も
合
併
」

圧
目
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
こ
と
は
、
「
周
辺
地
域
が
大
事
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
「
県
政
が
国
の
方
針
に
従
順
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第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら鯛くる

病
気
は
社
会
が
引
き
起
こ
す

【資料17】健猿に影響する主な要因を示すレインボー・モデル き
づ
ら
さ
」
は
、
昨
今
話
題

わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
に
一

げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
…
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
今
や
不
摂
生
病
の
代
名
詞
の
よ
う
だ
が
、
複
数
の
遺
伝
子
の
存
在
を
背
景

と
し
て
、
そ
こ
に
過
食
や
運
動
不
足
な
ど
環
境
因
子
の
負
荷
が
加
わ
り
発
症
に
至
る
。
つ
ま
り
不
摂
生
だ
け
が
原
因

で
あ
る
と
は
い
え
ま
い
。
自
己
責
任
と
い
う
言
葉
（
概
念
）
は
、
国
や
企
業
経
営
者
な
ど
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の

順
天
堂
大
学
大
学
院
の
武
田
祐
子
氏
ら
は
著
書
『
格
差
時
代
の
医
療
と
社
会
的
処
方
』
（
参
考
文
献
４
）
の
中
で
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
「
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
（
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ⅱ
ぎ
の
巨
口
の
目
白
言
自
扇
呈
国
８
三
）
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｈ
に
つ
い
て
、
個
人
に
起
因
し
な
い
構
造
的
な
要
因
を
指
し
、
「
人
々
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
生
活
し
、
働
き
、
そ

し
て
年
を
と
る
と
い
う
営
み
が
行
わ
れ
る
社
会
の
状
態
」
と
定
義
。
「
健
康
に
影
響
す
る
主
な
要
因
を
示
す
レ
イ
ン
ボ
ー

モ
デ
ル
」
が
大
変
わ
か
り
や
す
い
（
⑱
頁
図
表
打
）
。

ま
た
、
医
師
の
木
村
知
氏
は
、
著
書
『
病
気
は
社
会
が
引
き
起
こ
す
』
（
参
考
文
献
う
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

モ
ー
プ
ル
」

ま
た
、

さ
せ
た
。
２
０
１
８
（
平
成
知
）
年
、
「
産
婦
人
科
医
師
引
き
上
げ
」
に
対
応
し
て
、
即
座
に
「
産
婦
人
科
を
守
る
会
」

が
誕
生
し
た
。
「
住
民
の
主
体
性
」
は
す
で
に
開
眼
し
て
い
る
（
以
上
、
「
第
２
回
地
域
調
査
の
ま
と
竺
よ
り
）
。

て
い
る
。

こ
の
「
第
２
回
地
域
調
査
の
ま
と
め
」
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
「
生
き
づ
ら
皇
と
向
き
合
う
初
端
と
な
っ
た
。
「
生

づ
ら
さ
」
は
、
昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
日
本
全
体
の
少
子
化
」
な
ど
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
思

れ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
に
係
る
住
民
団
体
と
し
て
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
考
え
る
時
、
「
病
気
と
の
関
係
」
を
掘
り
下

＝■■■■■■ー■■■■■■■■■■＝■■一一一一一一一一-一一一一一一一一‐1■b一一一 ー■■ー■■■■一一一一-一一－--ー

平和

環境
社会経済状況

健康の
社会的決定要因

生活・労働環境

衛生環境、

｡僅鷲一一‐

雇用

社会･士幽ネットワーク収入

教育

農業
食物
生産

生活習慣、
－－－－－－－－

文化
一一一一ーー■■一一一‐■■ーq■､ー■■

生物学的要因

－－－－－－－－-一一一一

年令

性別

遺伝子
ｰー■■ーー一一

武田祐子｢格差時代の医療と社会的処方｣より

国
に
生
き
る
人
や
従
業
員
の
命
と
生
活
を
守
る
責
任
を
有
す
る
立
場
で
あ

る
は
ず
の
存
在
に
と
っ
て
、
そ
の
責
任
を
個
人
の
責
任
に
倭
小
化
し
て
転

嫁
す
る
た
め
の
、
極
め
て
使
い
勝
手
の
良
い
方
便
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
自
助
』
と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
、
責
任
を
負
い
た
く
な
い
人
た
ち
が
胸

の
内
に
秘
め
て
い
る
『
真
意
』
が
必
ず
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
…
」

木
村
氏
の
指
摘
は
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
と
「
自
己
責
任
論
」
と
は
表
裏

一
体
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

加
え
て
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
考
え
る
上
で
、
一
読
に
値
す
る
書
物
が

２
０
２
３
年
（
令
和
う
年
）
に
登
場
し
た
。
地
域
精
神
保
健
福
祉
機
構
（
コ

ン
ボ
）
が
作
成
し
た
『
生
き
づ
ら
さ
を
ひ
も
解
く
、
私
た
ち
の
精
神
疾
患
』

（
参
考
文
献
６
）
で
あ
る
。
副
題
に
「
体
験
者
だ
け
が
書
い
た
全
く
新
し

い
精
神
疾
患
の
教
科
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
精
神
疾
患
を
抱
え
る
当
事
者

本
人
が
仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
書
い
た
。

こ
の
本
で
は
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
の
正
体
に
つ
い
て
「
人
生
の
中
で
の

強
い
違
和
感
ま
わ
り
と
の
ズ
と
と
表
現
。
「
世
の
多
く
の
人
が
ス
イ

ス
イ
と
泳
げ
る
た
め
に
社
会
の
ル
ー
ル
は
作
ら
れ
、
私
た
ち
は
、
そ
の
ル
ー

ル
に
強
い
違
和
感
と
か
世
界
観
の
ズ
レ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
生
き
づ
ら
さ

4849

’
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【図表1B】秋田魁新羅｢地方創生・失われた10年とこれから」

第2部睦いられた競争』の内容

「
生
き
づ
ら
さ
」
の
根
源

関
西
大
学
の
貴
戸
理
恵
氏
は
、
教
育
新
聞
の
連
載
の
中
で
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
「
個
人
化
し
た
人
生
の
苦
し
み
を

表
す
日
常
語
」
と
表
現
。
そ
の
「
個
人
化
」
と
は
、
「
近
代
化
の
進
行
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
｝
一
テ
ィ
が
失
わ
れ
、
個
々
の

自
由
が
増
え
る
一
方
で
、
社
会
の
矛
盾
が
直
接
個
人
に
降
り
か
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と
解
説
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

根
源
は
「
社
会
の
矛
盾
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

私
も
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
生
み
出
す
最
根
源
は
「
世
界
中
で
日
増
し
に
激
化
し
て
い
る
競
争
社
会
」
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
主
役
は
超
巨
大
企
業
群
で
、
彼
ら
の
目
的
は
「
利
益
の
追
求
」
あ
る
の
み
。
そ

の
た
め
に
は
国
家
を
も
動
か
し
、
宇
宙
に
さ
え
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
小
さ
な
企
業
や
商
店
・
学
校
・
自
治
体
・
各

種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
社
会
の
隅
々
に
至
る
ま
で
「
競
争
に
よ
る
生
き
残
り
」
を
是
と
す
る
社
会
機
運
を
作
っ
て
き
た
。

競
争
社
会
で
生
き
残
れ
ば
「
勝
ち
組
」
と
誇
る
が
、
大
人
・
子
ど
も
に
関
わ
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
で
も
つ
ま
ず
け
ば
「
負

け
組
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
。
他
人
が
信
用
で
き
な
く
な
り
、
本
心
を
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
人
と
付
き
合
う
。

相
談
す
る
相
手
も
限
ら
れ
、
本
音
を
出
せ
ば
、
さ
ら
に
傷
つ
く
。
気
持
ち
も
萎
え
、
心
身
が
衰
え
て
い
く
…
。
そ
ん

な
様
子
が
見
え
る
よ
う
だ
。

を
心
の
底
に
押
し
込
め
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

監
修
者
の
一
人
、
東
京
大
学
大
学
院
精
神
医
学
教
授
・
笠
井
清
登
氏
は
、
同
書
の
巻
末
で
「
本
書
の
画
期
性
は
、

精
神
疾
患
を
持
つ
こ
と
に
伴
う
、
変
え
た
い
目
標
を
〃
症
状
″
で
は
な
く
〃
生
き
づ
ら
さ
〃
に
お
い
た
点
」
と
評
し
、

絶
賛
し
て
い
る
。

｢左側・見出し」は新聞紙面より、 「右側・内容｣は秋田魁新報砿子版を参考にした

秋
田
魁
新
報
は
、
創
刊
か
ら
１
う
０
年
目
の
メ
モ
リ
ァ
ル
イ
ャ
ー
と
な
る

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
を
期
し
て
、
『
地
方
創
生
・
失
わ
れ
た
蛆
年
と
こ
れ
か

ら
』
と
題
し
た
大
型
連
載
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
第
２
部
「
強
い
ら

れ
た
競
争
」
７
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
自
治
体
を
競
わ
せ
る
政
治
の
基
本
姿
勢
を
検

証
し
た
（
図
表
肥
）
。
そ
こ
か
ら
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
う
（
平
成
刀
）

年
、
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
策
定
費
用
と
し
て
政
府
は
全
国
の
市
町
村
に
１
千
万

円
ず
つ
予
算
措
置
を
し
た
。
自
治
体
の
多
く
は
、
自
力
で
策
定
す
る
の
で
は
な

く
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
。
結
果
的
に
、
約
伽
億
円
の
公
金
が
コ
ン
サ
ル
業

界
に
流
れ
込
む
。
し
か
も
、
う
ち
配
億
円
は
東
京
都
内
の
業
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

自
治
体
間
の
対
立
を
煽
り
、
企
業
だ
け
が
「
漁
夫
の
利
」
を
得
る
こ
の
茶
番
劇

を
眺
め
て
い
る
と
、
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
生
み
出
し
て
い
る
張
本
人
が
見
え
て
く

前
章
「
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
」
の
あ
た
り
で
も
少
し
ふ
れ
た
が
、
「
競
争
社
会
」

は
地
球
を
も
壊
そ
う
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
気
象
情
報
機
関
ヨ

ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
３
Ｓ
）
」
が
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

２
月
８
日
、
世
界
の
年
間
平
均
気
温
が
観
測
史
上
最
高
の
巧
・
他
℃
に
達
し
た

と
発
表
。
１
８
う
０
年
～
１
９
０
０
年
の
平
均
よ
り
１
．
匁
℃
高
い
。
地
球

温
暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
は
、
世
界
の
気
温
上
昇
に
つ
い
て

ワ
（
》
。

う1 う0

一」

見出し・内容
掲戦月日

2024(R6)年

①どこもかしこもプレミアム 「地方創生｣が自治体に強いる競争 1月27日

②大臣「地方は知恵比べして」 地方創生、 アイデア出しは丸投げ 1月28日

③コンサルバブル、似通う戦略地方に配布した公金は結局東京へ 1月29日

④地方締めつけ、交付税の変質配分方式に強まる「成果主義」 1月30日

⑤交付金次々、 自治体を支配 国が事業を審査、実態は「補助金」 1月31日

⑥交付金はもらったけれど 事業破綻し負俄抱える自治体も 2月2日

⑦政府と地方、相互に不信 「上から目線」 「支援受けて当然」 2月3日
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【図表19】大気中の二醐上炭素濃度の年平均値(単位;PPM) 「
１
．
う
℃
以
内
に
抑
え
る
目
標
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
初
め
て
年
間
で
上
回
っ
た
こ
と
に
な
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国
連

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
は
、
す
で
に
様
々
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
温
暖
化
は
今
後
さ
ら
に
進
み
、

２
１
０
０
年
に
は
、
地
球
の
気
温
は
う
・
７
℃
（
１
９
０
０
年
比
）
、
海
面
は
約
１
ｍ
（
１
９
９
う
～
２
０
１
４
年

平
均
水
位
比
）
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
す
る
と
警
告
。
最
大
の
原
因
は
、
人
間
が
火
を
燃
や
し
続
け
た
こ
と
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
等
の
増
加
、
そ
し
て
、
日
本
の
う
倍
の
面
積
に
及
ぶ
世
界
的
な
森
林
破
壊
で
あ
る
（
刃
頁
図
表
棚
・
加
）
。
あ
ら

ゆ
る
デ
ー
タ
が
産
業
革
命
以
降
の
急
変
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
競
争
社
会
」
と
の
因
果
関
係
は
免
れ
な
い
。
化

学
者
パ
ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ッ
ェ
ン
（
独
）
と
生
態
学
者
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ト
ー
マ
ー
（
米
）
は
、
人
類
が
地
球
の
生
態
系
や

気
候
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
現
世
の
時
代
区
分
を
「
人
新
生
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
た
。
ま
さ

に
「
生
き
づ
ら
さ
」
の
要
因
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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【図表20】世界の森林面積の推移(単位;1,OOOha)
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病
院
の
駐
車
場
に
救
急
車
を
呼
び
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
同
院
の
救
急
室
へ

受
付
を
あ
き
ら
め
、
Ｆ
さ
ん
は
、
自
ら
消
防
署
に
電
話
を
し
、
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
病
院
の

駐
車
場
に
救
急
車
が
到
着
。
事
情
を
話
す
と
、
救
急
隊
は
「
そ
う
で
す
か
」
と
冷
静
に
対
応
。
Ｆ
さ
ん
を
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
に
乗
せ
て
、
そ
の
ま
ま
、
そ
の
病
院
の
救
急
室
に
搬
送
。

救
急
担
当
の
医
師
を
経
て
、
頭
部
外
傷
を
治
療
す
る
最
適
の
医
師
が
駆
け
つ
け
、
８
針
縫
っ
て
Ｆ
さ
ん
の
危

機
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
治
療
し
た
医
師
は
院
内
で
は
高
位
の
立
場
に
あ
る
ら
し
く
、
受
付
の
対
応
に
つ
い

駆
け
込
ん
だ
病
院
の
受
付
で
ト
ラ
ブ
ル

Ｆ
さ
ん
は
、
県
内
出
身
、
臼
歳
の
男
性
で
す
。

そ
れ
は
夏
の
盛
り
、
平
日
の
日
中
の
こ
と
。
詰
ま
っ
た
葉
っ
ぱ
を
除
く
た
め
、
Ｆ
さ
ん
は
車
庫
の
雨
ど
い
を

取
り
外
す
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
突
然
、
雨
ど
い
が
外
れ
、
頭
に
落
下
。
Ｆ
さ
ん
の
頭
頂
部
か
ら

大
量
の
血
が
吹
き
出
ま
し
た
。

Ｆ
さ
ん
は
タ
オ
ル
で
頭
を
押
さ
え
た
ま
ま
、
自
分
で
車
を
運
転
し
、
病
院
へ
と
駆
け
込
み
ま
す
。
し
か
し
、

通
常
の
手
続
き
を
求
め
る
受
付
担
当
者
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

荏
民
の
証
言
④
】
Ｆ
さ
ん
の
場
合

頭
か
ら
血
を
流
し
て
病
院
へ
、
受
付
で
ト
ラ
ブ
ル
、
救
急
車
呼
ぶ

問
題
の
根
幹
は
「
医
師
・
看
護
師
不
足
」
、
そ
れ
が
判
っ
て
も
残
る
「
心
の
キ
ズ
」

一
般
の
事
業
所
と
は
異
な
り
、
病
院
の
受
付
で
は
「
医
学
的
な
緊
迫
度
の
判
断
」
が
求
め
ら
れ
る
場
面
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
役
は
ほ
と
ん
ど
看
護
師
が
担
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
昨
今
の
「
看
護
師
不
足
」
に
伴
い
、

不
在
の
曜
日
が
あ
っ
た
り
、
職
員
Ｏ
Ｂ
を
招
請
し
た
り
、
受
付
近
辺
で
働
く
看
護
師
が
兼
務
す
る
ま
と
ゞ
年
々

手
薄
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
医
師
も
、
外
来
・
入
院
診
療
の
他
、
日
々
手
術
や
検
査
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
、
非
常

勤
医
師
の
場
合
は
他
院
と
の
「
か
け
も
ち
」
も
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
師
数
で
数
多
く
の
患
者
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
受
付
終
了
時
刻
の
窓
口
は
緊
張
の
極
致
で
す
。

傷
病
者
か
ら
連
絡
が
入
れ
ば
、
救
急
隊
は
す
ぐ
駆
け
つ
け
る
と
と
も
に
受
入
病
院
を
探
し
、
依
頼
を
受
け
た

病
院
側
は
体
制
を
整
え
ま
す
。
Ｆ
さ
ん
が
自
宅
か
ら
救
急
車
を
呼
べ
ば
、
受
付
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
結
果
論
」
で
す
。

こ
の
問
題
の
根
幹
は
含
受
付
窓
口
」
と
い
う
よ
り
、
「
医
師
・
看
護
師
不
足
」
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

例
え
病
院
の
実
情
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
Ｆ
さ
ん
の
中
に
「
心
の
キ
ズ
」
が
残
っ
た
こ
と
も
確
か
で
す
。
住
民
．

自
治
体
・
病
院
が
、
こ
の
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
合
わ
せ
て
、
医
師
や
看
護
師
を
増
や
す

活
動
に
尽
力
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
（
原
文
通
り
「
で
す
ま
す
調
」
に
て
）

て
き
ち
ん
と
謝
罪
し
た
う
え
、
「
恥
ず
か
し
い
の
で
、
病
院
の
駐
車
場
か
ら
救
急
車
で
来
な
い
で
く
だ
さ
い
ね

…
」
と
、
Ｆ
さ
ん
に
優
し
く
微
笑
ん
だ
そ
う
で
す
。

う4うう
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家
の
中
だ
け
で
解
決
に
努
め
る
。

を
か
け
る
よ
書
フ
に
な
っ
て
く
る
。

今
、
人
々
が
集
ま
る
に
は
、
誰
か
が
意
識
的
に
企
画
し
、
準
備
を
重
ね
、
趣
旨
を
伝
え
て
参
加
者
を
誘
う
な
ど
、

か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
集
ま
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
。

で
き
る
こ
と
な
ら
ば
「
集
ま
り
に
参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い
．
参
加
し
た
く
な
い
．
参
加
で
き
な
い
」
と
思
っ
て
い

る
人
も
参
加
す
る
よ
う
な
集
ま
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
基
本
は
、
各
種
多
彩
な
集
ま
り
を
も
ち
、
選

択
肢
を
増
や
す
こ
と
。
鹿
角
は
、
す
で
に
集
ま
り
の
数
が
と
て
も
豊
富
な
の
で
、
そ
の
良
さ
を
最
大
限
生
か
す
こ
と

か
ら
始
め
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
各
「
集
ま
り
」
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
視
点
・
役
割
を
意
識
す

る
だ
け
で
も
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
思
う
。

第
に
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
。
何
か
問
題
が
発
生
し
て
も
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け

家
の
中
だ
け
で
解
決
に
努
め
る
。
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
相
手
は
限
ら
れ
、
自
宅
の
玄
関
だ
け
で
な
く
、
、
心
に
も
「
鍵
」

や
が
て
、
機
械
が
人
々
を
農
作
業
か
ら
解
放
す
る
。
時
間
も
で
き
、
農
機
購
入
の
費
用
捻
出
の
た
め
に
も
働
き
に

出
る
。
素
敵
な
マ
イ
カ
ー
が
活
動
範
囲
を
一
段
と
広
げ
、
個
々
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
多
様
化
。
そ
の
分
、
人
々
は
次

（
１
）
き
っ
か
け
を
見
つ
け
て
、
何
か
と
集
ま
る

か
っ
て
農
作
業
等
の
ほ
と
ん
ど
を
共
同
で
行
い
、
祭
・
神
・
法
事
な
ど
も
多
か
っ
た
時
代
。
人
々
は
、
な
か
ば
強

制
的
に
集
ま
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
姿
が
見
え
ま
い
者
が
い
れ
ば
．
我
が
事
の
よ
う
に
心
を
寄
せ
、
他
人
の
家
に
も

遠
慮
な
く
立
ち
入
る
。
そ
の
距
離
感
の
近
さ
を
「
束
縛
・
干
渉
」
と
感
じ
る
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
、
「
他

人
の
痛
み
が
判
る
」
あ
る
い
は
「
あ
の
人
な
ら
自
分
の
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
人
間
関
係
が
築
か
れ
て
い
つ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
地
域
の
縮
小
の
「
芽
」
を
ス
ル
ー
し
な
い

２
０
１
８
（
平
成
弧
）
年
３
月
４
日
「
お
産
が
で
き
る
鹿
角
を
望
む
住
民
集
会
」
の
前
段
刈
分
間
鹿
角
市
主
催

の
「
住
民
説
明
会
」
と
し
て
、
秋
田
県
・
鹿
角
市
・
厚
生
病
院
長
が
事
態
と
方
針
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
同
年
９
月

乃
日
、
市
は
「
産
婦
人
科
集
約
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」
を
開
催
。
大
館
市
立
病
院
・
か
づ
の
厚
生
病
院
・
両
院
長

が
登
壇
。
市
も
含
め
、
主
に
「
妊
婦
の
さ
さ
え
方
」
に
つ
い
て
住
民
の
理
解
を
求
め
た
。

内
容
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
「
住
民
説
明
会
」
が
日
常
化
し
た
こ
と
は
、
鹿
角
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
進
歩

と
言
え
る
。
例
え
る
な
ら
、
２
０
０
６
（
平
成
岨
）
年
の
精
神
科
空
白
化
に
際
し
て
、
行
政
・
病
院
と
も
に
「
住
民

私
た
ち
は
全
員
「
生
き
づ
ら
い
社
会
」
の
下
で
生
き
て
い
る
。
自
殺
．
引
き
こ
も
り
・
不
登
校
な
ど
が
「
生
き
づ

ら
さ
の
指
標
」
と
し
て
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

一
方
で
、
私
た
ち
は
、
人
間
に
は
「
再
生
力
が
あ
る
」
こ
と
も
信
じ
て
い
る
。
「
地
球
や
人
類
全
体
を
救
う
」
の
も
、

出
発
は
「
地
域
で
の
住
民
の
一
歩
か
ら
」
だ
と
思
う
。
前
述
の
地
域
調
査
で
は
、
「
対
策
の
究
明
」
と
称
し
て
、
全

国
各
地
か
ら
学
ん
だ
、
生
き
づ
ら
さ
に
抗
す
る
「
地
域
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト
を
数
多
く
提
案
し
た
。
無
断
で
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
各
地
の
取
り
組
み
に
謝
意
と
敬
意
も
込
め
て
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
（
以
下
（
１
）
～

（
皿
）
「
第
２
回
地
域
調
査
の
ま
と
め
」
よ
り
）
。

５
全
国
各
地
か
ら
学
ん
だ
「
地
域
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト

’

う7 う6

一_｣!：
一



第2章住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら鯛くる

（
４
）
消
費
者
・
販
売
者
・
生
産
者
が
、
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
る

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
佐
藤
亮
子
氏
は
、
論
文
「
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
意
義
」
（
同

志
社
大
学
誌
）
の
文
末
に
、
「
…
こ
れ
ま
で
は
買
う
人
。
売
る
人
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
消
費
者
と
生
産
者
の
境
界
線

を
越
え
、
食
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
、
と
も
に
作
り
、
と
も
に
食
べ
る
関
係
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
地
域
に
暮
ら
す
も
の
と
し
て
、
食
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
些
と
述
べ
て
い
る
（
参

誰
で
も
「
集
ま
り
」
に
参
加
し
や
す
く
な
る
。
そ
れ
が
蓄
積
し
て
い
け
ば
夛
互
い
さ
ま
」
に
な
り
、
頼
む
方
も
頼

み
や
す
い
。
高
齢
者
の
超
低
速
運
転
や
事
故
を
云
々
と
評
す
る
の
巻
ら
、
自
ら
運
転
手
を
買
っ
て
出
た
方
が
、
解
決

が
早
い
。

考
文
献
７
）
。

（
３
）
「
集
ま
り
に
『
送
迎
車
』
は
つ
き
も
の
」
と
い
う
文
化
を
つ
く
る

秋
田
県
厚
生
連
「
湖
東
病
院
」
が
廃
止
の
危
機
に
瀕
し
た
際
、
五
城
目
・
八
郎
潟
・
井
川
・
大
潟
な
ど
、
町
村
を

ま
た
い
で
住
民
が
立
ち
上
が
り
、
一
大
住
民
運
動
の
末
、
病
院
の
新
築
・
存
続
を
成
し
遂
げ
た
。

湖
東
地
域
で
は
、
６
う
０
人
参
加
の
初
回
住
民
集
会
を
は
じ
め
、
た
び
た
び
「
集
ま
り
」
が
企
画
さ
れ
た
が
、
そ

の
た
び
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
車
が
地
域
を
駆
け
回
り
、
参
加
者
を
運
ん
で
き
た
。
聞
け
ば
、
こ
の
地
域
で
は
「
自
発

的
送
迎
」
が
あ
た
り
前
で
、
状
況
に
応
じ
て
、
手
持
ち
の
個
人
車
・
公
用
車
な
ど
、
官
民
問
わ
ず
に
車
が
出
回
る
。

町
会
議
員
が
率
先
し
て
運
転
手
を
務
め
、
党
派
関
係
な
く
宣
伝
カ
ー
を
活
用
し
て
送
迎
す
る
姿
を
と
が
印
象
に
残
る
。

コ
ー
ス
や
対
象
者
な
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
相
談
す
れ
ば
、
瞬
時
で
決
ま
る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
お
金
の
や
り
と
り
は
な
い
。

「
運
転
が
で
き
な
い
人
を
迎
え
に
行
く
の
は
当
た
り
前
」
と
い
う
文
化
が
定
着
す
れ
ば
、
誘
わ
れ
る
頻
度
も
増
え
、

説
明
会
」
と
い
う
発
想
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
１
年
間
の
住
民
運
動
を
経
て
、
翌
年
、
当
会
が
開
催
し
た
「
第
２
回
鹿

角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市
民
町
民
集
会
」
に
県
の
担
当
者
を
招
き
、
医
師
不
足
対
策
の
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た

鹿
角
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
は
「
人
の
つ
な
が
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
最
大
限
に
生
か
し
、
「
食
」
に
限
ら
ず
、
消
費
者
．

販
売
者
・
生
産
者
が
、
と
も
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

鹿
角
市
中
心
部
、
花
輪
大
町
商
店
街
振
興
組
合
は
、
２
０
０
０
（
平
成
ｕ
）
年
頃
ス
ー
パ
ー
「
い
と
く
」
撤
退

に
よ
る
通
行
量
半
減
の
危
機
に
、
産
地
直
売
所
「
お
お
ま
ち
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
設
し
た
経
験
を
持
つ
。
こ
の
と
き
、

今
ま
で
な
か
っ
た
農
家
と
も
つ
な
が
り
を
広
げ
、
趣
味
で
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
る
消
費
者
の
出
店
も
歓
迎
し
た
。

地
方
自
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
相
川
俊
英
氏
『
反
骨
の
市
町
村
、
国
に
頼
る
か
ら
バ
カ
を
見
る
』
（
講
談
社
）
に
よ

れ
ば
、
全
国
の
商
店
街
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、
２
０
０
２
（
平
成
唖
年
）
、
愛
知
県
岡
崎
市
康
生
商
店

街
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
お
店
の
人
は
、
製
造
・
仕
入
・
販
売
等
で
得
た
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
「
ま
ち
ゼ
ミ
」

地
域
調
査
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鹿
角
地
域
は
様
々
な
面
で
縮
小
し
続
け
、
そ
れ
が
、
今
、
住
民
の
「
い
の
ち
」

の
と
こ
ろ
に
ま
で
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
先
は
、
と
の
よ
う
を
小
さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
縮
小
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
最
低
限
「
住
民
説
明
会
」
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
住
民
も
、
地
域
の
縮
小
に
対
し
て
、
よ
り
敏
感
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
縮
小
の
「
芽
」
で
も
ス
ル
ー

し
な
い
こ
と
が
肝
腎
だ
と
思
う
。

の
が
「
初
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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花轄の市日

は
、
そ
れ
を
活
か
し
て
、
店
主
や
店
員
が
講
師
と
な
り
、
専
門
知
識
を
受
講
生

（
お
客
）
に
無
料
で
提
供
す
る
も
の
。
ゼ
ミ
を
利
用
し
て
の
商
品
の
販
売
は
厳

禁
で
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
専
念
す
る
。
康
生
商
店
街
で
は
、
初
年
度
ｍ

店
舗
加
講
座
に
１
９
９
人
が
受
講
。
ｎ
年
を
経
て
、
３
地
区
１
３
０
店
舗
参
加
、

４
０
０
０
人
以
上
の
受
講
者
を
集
め
る
規
模
に
発
展
し
た
（
参
考
文
献
８
）
。

（
５
）
五
城
目
町
「
朝
市
プ
ラ
ス
」
に
学
ぶ

い
ち
ぴ

地
域
調
査
で
は
、
２
０
１
９
（
令
和
１
）
年
３
月
、
鹿
角
「
市
日
会
」
会
長

さ
ん
か
ら
、
「
市
日
と
直
接
関
係
ま
い
若
い
人
が
、
市
日
の
チ
ラ
シ
を
つ
く
っ
て

く
れ
た
」
と
い
う
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
市
日
に
共
感
し
た
住
民
が
応
援
し
て

く
れ
た
ら
し
い
。
４
０
０
年
の
伝
統
を
誇
り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
「
市

日
」
も
、
出
店
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
ど
、
先
行
き
細
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ

こ
で
も
、
ま
た
、
消
費
者
が
「
市
日
の
応
援
団
」
に
な
れ
ば
、
見
通
し
が
出
て

く
る
よ
↑
フ
に
思
え
る
。

「
市
日
の
応
援
」
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
南
秋

田
郡
・
五
城
目
町
の
「
朝
市
プ
ラ
ス
」
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
た
い
。
う
０
０
年
以

上
続
く
「
五
城
目
朝
市
」
に
も
衰
退
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。
そ
こ
で
、
伝
統
的

な
文
化
を
守
り
な
が
ら
も
、
若
手
の
出
店
や
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
的
に

Ｊ
一

一
（
一
）
一

哩

撫
一港 ue+

F盃

竃
I

蕊
）

五城目町｢朝市プラス｣の風景から

迎
え
入
れ
る
策
に
転
じ
た

事
例
で
あ
る
。
当
初
は
「
出

店
者
か
ら
の
反
対
」
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
築
い
て

き
た
秩
序
や
信
頼
関
係
が

壊
れ
る
の
を
恐
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
何
回
も
話
し
合

い
を
重
ね
、
試
行
も
繰
り

返
し
な
が
ら
、
２
０
１
６

（
平
成
羽
）
年
、
朝
市
の
日

と
重
な
る
日
曜
日
を
「
ど

じ
ょ
う
め
朝
市
プ
ラ
ス
」

と
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。

「
朝
市
プ
ラ
ス
」
に
は
、

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

焼
き
菓
子
な
ど
「
お
試
し

出
店
」
す
る
若
者
や
、
新

61 60
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商
品
の
販
売
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
工
作
教
室
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
出
店
者
に
な
る
取
り
組
み
、
手
相
占
い
、
似

顔
絵
な
ど
、
多
種
多
様
な
お
店
が
集
ま
る
。
今
で
は
、
内
外
か
ら
約
３
千
人
が
来
場
し
、
地
元
の
賑
わ
い
が
戻
っ
た
。

「
朝
市
プ
ラ
ス
」
は
、
町
民
で
あ
れ
ば
１
１
０
円
、
町
外
の
人
で
も
２
１
０
円
を
払
え
ば
出
店
で
き
る
。
出
店
業
種
は
、

一
般
マ
ナ
ー
に
反
し
て
い
な
け
れ
ば
何
で
も
よ
い
。
こ
こ
に
は
、
消
費
者
・
販
売
者
・
生
産
者
が
「
と
も
に
考
え
、
知

恵
を
出
し
合
う
」
と
い
う
教
訓
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

（
６
）
「
捨
て
て
い
た
も
の
」
に
着
目

２
０
１
３
（
平
成
巧
）
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
と
藻
谷
浩
介
氏
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
『
里
山
資
本
主
義
』
（
角

川
書
店
）
は
、
そ
の
後
２
年
間
で
如
万
部
が
発
行
さ
れ
る
ほ
ど
、
世
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
こ
の
本
は
、
写

ネ
ー
資
本
主
義
」
を
見
直
し
、
「
身
近
に
眠
る
資
源
を
活
か
し
、
お
金
も
な
る
べ
く
地
域
の
中
で
ま
わ
し
て
、
地
域
を

豊
か
に
す
る
里
山
資
本
主
義
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
講
師
と
し
て
鹿
角
に
招
か
れ
た
藻
谷
氏
本
人
か
ら
直
接
お
話
を

聴
い
た
人
も
少
ま
く
な
い
と
思
う
（
参
考
文
献
９
）
。

ま
に
わ

こ
の
本
の
主
な
舞
台
は
中
国
地
方
で
、
東
北
同
様
、
人
口
減
少
に
悩
む
地
域
で
あ
る
。
岡
山
県
真
庭
市
で
は
、
そ

れ
ま
で
ゴ
ミ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
製
材
の
「
木
く
ず
」
を
利
用
し
て
、
発
電
に
乗
り
出
す
と
と
も
に
、
ペ
レ
ッ
ト
に

し
て
化
石
燃
料
に
替
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
た
。
ま
た
、
島
根
県
八
頭
（
や
ず
）
町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
使
っ

て
魚
（
ホ
ン
モ
ロ
己
を
養
殖
し
、
学
校
給
食
の
食
材
に
し
て
い
る
。

山
形
県
鶴
岡
市
・
加
茂
水
族
館
が
「
ク
ラ
ゲ
水
族
館
」
と
し
て
再
生
さ
れ
た
感
動
的
な
経
緯
は
、
前
出
の
「
反
骨

の
市
町
村
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
館
は
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
、
加
茂
町
（
当
時
）
住
民
有
志
に
よ
る
「
民

サ
ン
ゴ
に
付
い
て
い
た
「
サ
カ
サ
ク
ラ
ゲ
」
の
赤
ち
ゃ
ん
が
救
世
主
と

6263
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【図表21】「鹿角市史｣に見る鹿角の｢手職」（
８
）
「
地
産
地
消
」
か
ら
「
地
消
地
産
」
へ

「
地
産
地
消
」
に
対
し
て
「
地
消
地
産
」
は
、
「
食
べ
も
の
」
に
限
ら
ず
、
「
消
費
」
を
起
点
と
し
て
、
「
地
域
で
消

費
し
て
い
る
も
の
を
地
域
で
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
比
較
的
最
近
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
家
計
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
対
象
地
域
の
食
料
費
は
１
世
帯
あ
た
り
約

蒟
万
円
。
そ
の
中
で
、
本
当
に
地
元
で
つ
く
っ
て
い
る
も
の
の
金
額
は
１
．
４
％
し
か
な
く
、
ま
た
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
、
ホ
テ
ル
、
福
祉
施
設
な
ど
の
食
料
の
調
達
先
は
、
産
直
市
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
地
域
外
だ
っ
た
、
と

報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
地
元
経
済
を
創
り
な
お
す
」
よ
り
）
（
参
考
文
献
、
）
。

同
調
査
結
果
の
中
で
「
１
世
帯
あ
た
り
年
間
約
３
万
円
の
パ
ン
を
買
っ
て
い
る
」
こ
と
に
関
連
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー

の
藤
山
浩
氏
は
「
３
０
０
世
帯
あ
れ
ば
、
約
１
千
万
円
分
の
パ
ン
の
需
要
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
パ
ン
屋
さ
ん
の
１

軒
く
ら
い
充
分
に
採
算
が
と
れ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
（
出
典
同
上
）
。

か
み
や
ｆ

徳
島
県
・
神
山
町
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
、

商
店
街
の
古
い
地
図
か
ら
「
町
に
無
く
な
っ
た
お
店
」
を
選
び
出
し
、
特
定
の
職
人
を
対
象
に
公
募
し
た
。
そ
の
結

そ
の
結
果
、
お
金
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
「
豊
か
さ
」
の
モ
ノ
サ
シ
と
な
り
、
地
方
は
人
口
が
減
り
、
地
域
が
縮
小
し

て
き
た
。
お
金
は
、
「
つ
く
る
こ
と
の
省
略
」
で
あ
り
、
「
自
分
た
ち
の
生
き
る
基
盤
を
他
人
ま
か
せ
に
す
る
こ
と
」
な

の
で
、
人
々
は
「
生
き
る
力
」
を
失
っ
て
い
く
。
従
っ
て
、
そ
の
地
域
で
育
ま
れ
た
も
の
を
食
べ
、
で
き
る
だ
け
地
元
の
「
材
」

を
意
識
し
て
日
々
の
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
が
「
生
き
る
力
」
の
復
活
に
つ
な
が
る
。
な
お
、
人
間
を
は
じ
め
生
物
は
、

そ
の
地
域
の
風
土
で
得
ら
れ
た
物
を
身
体
や
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
健
康
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

｢鹿角市史｣第4巻より

売
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
も
と
も
と
あ
っ
た
「
地
元

の
産
業
」
を
掘
り
起
こ
す

地
域
調
査
に
よ
れ
ば
、
鹿

角
は
「
地
元
の
材
」
を
加
工

す
る
「
手
職
」
の
衰
退
が
激

し
い
（
図
表
別
）
。

都
会
で
は
、
米
や
野
菜
、

生
活
用
品
、
家
具
、
住
ま
い

な
ど
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
お
金
で
「
買
う

暮
ら
し
」
に
な
る
。
特
に
、

１
９
６
０
（
昭
和
お
）
年
頃
（
高

度
経
済
成
長
期
）
か
ら
、
地

方
も
都
会
と
同
じ
よ
う
に
「
何

で
も
お
金
で
買
う
」
生
活
ス

タ
イ
ル
が
奨
励
さ
れ
て
き
た
。
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織物 狭布（きょう）の細布（せばぬの）

染物
紫根染（しこんぞめ)、茜染（あか

ねぞめ）

野生の紫や茜の根が染料、ニシコオリの灰が媒染剤

幕末には毛馬内と花姶に十数軒の染物屋

藍染 主に型染（型紙づくりもあったはず）

花轄に約10軒の「紺屋」 （百助・佐七･与七・五助など）

毛馬内に数軒（新紺屋＝シンコヤなど）

下町に数軒（安保・立山・黒沢宏と）

桶
酒桶、味噌樽、溜桶、風呂桶、手桶、

大太鼓の胴など

タガの材料に根曲竹（大きい桶は唐竹）

大正から昭和30年代まで、鹿角全体で30軒程の桶

屋→戦後10軒程に

石工
建築土台､道路､墓記念碑､顕彰碑、

誕生地碑、文学碑、史魂碑産と

毛馬内の成田石材店は明治36年創業

市内に6軒ほど（19％年く平成8年〉）

漆塗

弁当箱､香類箱､桶､鉢､建具､箪笥、

祭屋台、寺の位牌堂、位牌、仏埋、

家紋､墓石の家紋､汁椀､御膳､重箱、

盆、テーブル、茶箪笥とと

漆の生産、漆塗の技法の伝承（奥州全体が漆の産地）

花轄の木村徳蔵塗師、毛馬内の滝塗屋

鍛冶

鹿角独特→鹿角鎌（火山灰台

地の芝草ﾒﾘ)、黒物（林業のトビな

ど)､農具､山林土木用具､鉱山用具、

大工道具、石屋道具、 日常生活用

具をと

花輪新町には「唄｣になるほど鍛冶屋が集まった

刃物・刀・鋸・釘・鉄砲・錠前・馬車鍛冶をど専門分
化

竹細工
ザル、手髄、 ビク、ヤナ、釣竿、花

入れ、 コウリ、 フルイ、行商寵迩と

日常の道具は自家製→農家の副業→市日に
販売

地元の「根曲竹｣が材料

蔓細工
アケビの蔓を漂白してつくる「果物

篭｣とど

明治38年頃から大正年代まで、鹿角の特色ある物産

明治40年「鹿角物産会社｣設立→失敗

藁細工

しめ縄、荷縄、草履、ワラジ、踏俵、

ミノ、 ワラケラ、ハバキ、 ムシロ、

ゴザ、 コダシ、 ツト、米俵、モッコ

馬牛の手綱・鞍等、綱引きの綱など

地域による特産 （鏡田） トバ､使い縄､ワラジ､(小平）

草履､ワラ沓､(下川原）土方モッコ､鞍のシト､(級ノ木）

ガサムシロ、 （狐平） トバ、 （館）深沓



住民が｢地域｣を見つめ直し、自ら鯛くる第2章

印
刷
・
配
布
な
ど
、
誰
か
が
ど
こ
か
で
「
無
償
の
努
力
」
を
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

「
郷
土
を
学
ぶ
」
と
い
う
主
旨
に
賛
同
す
る
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
「
鹿
角
市
文
化
財
保
護
協
会
」
は
、

１
９
７
う
（
昭
和
列
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。
会
員
産
と
が
様
々
な
切
り
口
で
郷
土
の
研
究
結
果
を
寄
稿
す
る
定
期
誌
「
上

津
野
（
か
づ
の
）
」
は
、
２
０
１
７
（
平
成
羽
）
年
で
第
姐
号
を
数
え
た
。
他
に
も
「
上
津
野
」
や
「
ふ
る
さ
と
鹿
角
」

と
い
っ
た
地
元
書
籍
も
刊
行
し
て
い
る
（
参
考
文
献
皿
、
皿
）
。

１
９
８
０
（
昭
和
労
）
年
に
発
足
し
た
「
内
藤
湖
南
先
生
顕
彰
会
」
も
、
鹿
角
な
ら
で
は
の
住
民
組
織
で
あ
ろ
う
。

年
２
千
円
の
会
費
の
他
寄
付
金
な
ど
で
運
営
し
て
い
る
。
２
０
１
８
（
平
成
釦
）
年
に
発
行
さ
れ
た
機
関
誌
「
湖
南
」

第
釣
号
に
は
、
会
員
１
２
４
人
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
県
内
外
の
方
々
、
ま
た
「
内
藤
湖
南
研
究
会
・
東
京
」

（
Ⅶ
）
数
年
後
に
島
根
・
秋
田
の
人
口
が
逆
転
、
そ
の
差
は
「
高
校
」
へ
の
取
り
組
み

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
は
、
地
元
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
体
験
活
動
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
士
へ
の
愛
着
を

深
め
る
ね
ら
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
秋
田
県
の
場
合
、
１
９
９
３
（
平
成
う
）
年
度
、
全
国
的
に
も
早
い
時

期
か
ら
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
活
用
す
る
な
ど
し
、
期
間
や
形
を
変
え
な
が
ら
、

県
内
の
大
半
の
小
中
学
校
や
高
校
で
、
何
ら
か
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

社
会
全
体
が
「
生
き
づ
ら
い
」
方
向
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
く
中
、
こ
の
取
り
組
み
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
ど
の

や
「
関
西
大
学
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
９
）
数
多
く
の
「
学
び
の
場
」
が
あ
れ
ば
、
「
地
域
大
学
」
み
た
い
に
な
る

鹿
角
地
域
に
は
、
住
民
に
よ
る
「
学
び
の
積
み
重
ね
」
と
表
現
し
た
く
な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
「
宝
物
」
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
足
元
の
文
化
や
歴
史
を
大
切
に
し
、
先
人
の
生
き
方
等
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
「
鹿
角
で
誇
り
を
持
っ
て
生

き
て
い
く
証
」
の
よ
う
な
も
の
を
求
め
る
思
い
、
総
じ
て
「
地
域
愛
」
や
「
住
民
の
底
力
」
を
感
じ
る
。

例
え
ば
、
１
９
う
８
（
昭
和
兜
）
年
か
ら
続
く
「
花
輪
読
書
会
」
は
、
史
談
会
・
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
の
他
、
懇
話

会
の
記
録
「
楓
陰
」
や
会
誌
「
か
え
で
」
を
発
行
し
て
い
る
。
会
費
は
年
２
千
円
。
各
事
業
の
企
画
、
紙
誌
の
編
集
．

１
９
９
９
（
平
成
皿
）
年
に
開
校
し
た
「
尋
常
浅
間
学
校
・
か
づ
の
分
校
」
は
、
２
０
１
９
（
平
成
別
）
年
、
記
念
誌
「
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
加
年
」
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
新
た
な
活
動
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
。
（
参
考
文
献
Ｂ
）

小坂町のワイナリー

観光マップ

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

果
、
パ
ン
屋
・
歯
科
医
・
ビ
ス
ト
ロ
・

染
織
工
房
な
ど
を
中
心
に
、
８
年
間
で

１
６
０
人
が
移
住
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
小
坂
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が

手
が
け
て
い
る
「
七
滝
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

の
取
り
組
み
も
教
訓
的
で
あ
る
。
ブ
ド

ウ
栽
培
の
工
夫
や
試
行
錯
誤
と
、
そ
れ

を
加
工
し
て
商
品
化
す
る
一
連
の
生
産

活
動
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
「
地
産

地
消
」
と
「
地
消
地
産
」
の
両
側
面
を
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正則高校ルポルタージュクラブによる各地の調査・取材 【図表22】十和田高校｢かづの学｣のテーマとキーワード(地域調査時点）

十和田高校ふるさと教育「かづの学｣研究収録より

島
根
県
も
、
秋
田
県
同
様
、
中
学
校
卒
業

り鋤
生
は
激
減
し
て
い
る
。
し
か
し
、
秋
田
県
と
島

誌
根
県
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
秋
田
県
の
場
合

勤稲
「
自
治
体
・
学
校
・
病
院
等
な
ん
で
も
合
併
主

一
フク
義
」
に
よ
る
「
高
校
の
統
廃
合
」
で
あ
る
の
に

ユ↓
対
し
、
島
根
県
は
「
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
」

タ抄
に
力
を
入
れ
、
少
人
数
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

紗
こ
と
や
、
「
生
き
る
力
を
育
む
」
た
め
、
地
域

学癖
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
藤
山
浩

唖
氏
「
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
」
（
農
文
協
）

程
度
響
く
か
は
何
と
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
保
護

者
の
中
に
は
「
や
ら
さ
れ
感
が
否
め
な
い
」
と
の

声
も
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
の
側
か
ら
「
地
域
に

目
を
向
け
よ
う
」
と
し
て
い
る
と
き
、
地
域
の
側
も
、

準
備
段
階
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
、
「
大
人
の
生

き
ざ
ま
」
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
機
会
と
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鹿
角
地
域
で
は
、
例
え
ば
２
０
１
７
（
平
成

四
）
年
、
小
坂
小
学
校
が
、
鉱
山
の
歴
史
の
ほ
か
、

芝
居
小
屋
「
康
楽
館
」
、
十
和
田
湖
、
ヒ
メ
マ
ス
な

ど
地
域
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
成
果
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
劇
の
上
演
と
い
う
形
で
示
し
た
。
ま
た
、
小
坂

中
学
校
は
、
「
模
擬
議
会
」
の
中
で
、
観
光
や
産

業
に
関
す
る
活
性
化
策
を
町
長
ら
に
提
案
し
た
。

さ
ら
に
、
十
和
田
高
校
は
、
２
０
１
４
（
平
成

配
）
年
度
か
ら
「
か
づ
の
学
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
目
標
は
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見

し
、
愛
着
心
を
育
み
、
「
生
き
る
意
欲
」
を
喚
起

し
、
発
信
す
る
力
を
育
て
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
地
域
調
査
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
重
な
る

部
分
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
４
月
、
鹿
角
市
の
花

輪
高
校
・
十
和
田
高
校
、
小
坂
町
の
小
坂
高
校

の
３
校
が
統
合
さ
れ
言
鹿
角
高
校
」
と
を
っ
た
。

「
か
づ
の
学
」
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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年
ー

プーマ 調査・取材場所

1977年Sう2 200カイリ問題を考える 福島県 いわき市

1978年Sう3 原爆問題を考える 広島県 広島市

1979年Sう4 円問題を考える 新潟県 燕市

1980年Sうう 原子力発電所問題を考える 福島県 双葉郡

1981年Sう6 過疎と減反---農業問題を考える 新潟蝶 十日町市飛渡地区

1982年Sう7 原子力発電所問題を考える 福井蝶 敦賀、若狭

1983年Sう8 農業問題と地域医療 秋田際 象潟町上郷地区

1984年Sう9 戦争と沖縄 沖縄際 本島、伊江島

198ﾗ年S60 土呂久ヒソ鉱毒事件 宮崎際 高千穂町土呂久

1986年S61 沢内村の生命行政 岩手際 和賀郡沢内村

1987年S62 戦争と沖縄 沖縄暁 本島、小録具志、読谷村

1988年S63 三宅島の人々とNLP基地問題 東京都 三宅島

1989年H1 オレンジ輸入自由化と農村 和歌山県 紀ノ川農協

1990年H2 平和の火を求めて 福岡県他 星野村など

1991年H3 農業を通して環境問題を考える 茨城県 八郷町

1992年H4 高齢化社会を考える 高知県 博多郡西土佐村

1993年Hう アジアから来る外国人就・留学生 東京都 豊島区

1994年H6 コメと農業を考える 山形県 高田町

199う年H7 高齢社会と高齢者福祉 長野県 松本市

19％年H8 農業と産直 千葉県 多古町

1997年H9 続・産直と農業－－消費者団体を訪ねて 神奈川県他川崎河原町底と

2014年度

平成26年度

201ﾗ年度

平成27年度

2016年度

平成28年度

2017年度

平成29年度

2018年度

平成30年度

観光．

商業

観光資源マップ
ストーンサークル

毛馬内探訪

毛馬内盆踊り

毛馬内商店街HP

鹿角のお土産

十和田湖観光

小坂レールパーク

地元店舗のHP作成

スキーと駅伝の町

若者の定住

郷土食の開発

HP情報発信

花篭ばやし

大場温泉

PRソング制作

スキーと駅伝の町

花鎗商店街

十和田湖周辺

鹿角地区の魅力

HPの作成

鹿角での起蕊

移住･ふるさとCM

スキー

道の駅

移住コンシェルジュ

後生掛温泉

手づくりマップ

農．

水産業

北限の桃

鹿角の食材

ち
モ

ま
モ

こ
の

垂
ョ
限

淡
北

桃豚

かづの牛

桃豚

花･西洋野菜

北限のモモ

ソパ

六次産業化
ヒメマス

リンゴ・モモ

鉱．

工業

自然エオ､ルギー

水質調査

地元産業調査

公害（煙害）
新エオ､ルギー

金属精錬

会社と物流

アンモニア燃料

コンクリート

循環型エネ､ルギー

土墳

文化．

歴史

カルタ

方言

偉人研究

オリンピック選手

昔がたり

方言カルタ

神社

祭り

三大盆踊り

紫紺染・茜染

伝説と昔話

方言カルタ

地名と風土

朝市
ジオパーク

統計資料

地域文化活動

偉人パンフレット

祭り

芦名沢観音

戊辰戦争

絵本

遣い姫

つるし鮭

生活.

福祉

水害

ハザードマッブ

子育て支援

リサイクル

防災

睡眠と脈
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に
よ
れ
ば
、
２
０
１
う
年
時
点
で
は
弧
万
人
多
い
秋
田
県
だ
が
、
２
０
６
０
年
に
は
島
根
県
に
逆
転
さ
れ
る
と
の
人

口
予
測
も
示
さ
れ
て
い
る
．
そ
の
最
大
の
要
因
は
青
年
層
（
特
に
加
歳
代
女
性
）
の
流
出
増
と
帰
郷
減
。
そ
の
こ
と
で
、

秋
田
県
は
出
生
率
が
さ
ら
に
低
下
。
「
高
校
」
へ
の
取
り
組
み
の
差
だ
と
思
わ
れ
る
（
参
考
文
献
Ｍ
）
。

２
０
１
９
（
令
和
１
）
年
６
月
妬
日
に
岩
波
書
店
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
地
域
協
働
に
よ
る
高
校
魅
力
化
ガ
イ
ド
』
（
一

般
財
団
法
人
「
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
編
）
は
、
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
人
な
ら
ば
一
度
は

目
を
通
す
べ
き
書
籍
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
同
書
共
同
執
筆
８
氏
３
団
体
の
一
人
、
東
京
大
学
・
鈴
木
寛
氏
は
、
「
巻
頭
言
」

で
、
「
明
治
維
新
以
来
１
５
０
年
ぶ
り
に
教
育
・
社
会
の
あ
り
方
を
変
え
、
『
近
代
Ⅱ
経
済
至
上
主
義
」
か
ら
卒
業
し
、

今
こ
そ
『
人
間
の
幸
せ
と
は
何
か
」
と
い
う
根
本
か
ら
問
い
直
す
べ
き
と
き
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
こ
れ
ま
で

の
学
校
教
育
で
は
宣
般
解
・
標
準
解
」
ば
か
り
を
教
え
て
き
た
」
の
に
対
し
、
「
卒
近
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
個
別
化
』

で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
『
最
適
解
』
は
異
な
る
」
と
解
説
。
加
え
て
、
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
隠

岐
を
は
じ
め
、
離
島
や
山
間
部
か
ら
始
ま
っ
た
高
校
魅
力
化
は
、
よ
く
も
悪
く
も
、
地
域
社
会
の
存
続
を
か
け
て
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
た
め
、
本
気
度
が
違
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
（
参
考
文
献
巧
）
。

も
う
ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
高
校
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
東
京
タ
ワ
ー
近
く
に
あ
る
私
立
「
正
則
高
等
学
校
」
は
、

１
９
７
０
年
代
、
子
ど
も
た
ち
が
荒
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
教
員
た
ち
が
知
恵
を
絞
り
、
生
み
出
し
た
方
法
の
一
つ
が
ア

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
ク
ラ
ブ
」
（
当
初
は
「
学
習
ク
ラ
ブ
」
）
で
あ
っ
た
。

「
大
人
が
懸
命
に
生
き
て
い
る
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
」
、
そ
れ
が
こ
の
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
保
護
者

の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
毎
年
、
夏
休
み
等
を
利
用
し
て
全
国
に
出
向
き
、
地
域
の
大
人
た
ち
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、

時
に
は
体
験
も
し
た
。
驚
く
ほ
ど
無
知
な
質
問
も
飛
び
交
い
な
が
ら
、
し
か
し
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

（
Ｗ
）
「
少
子
化
対
策
」
の
カ
ギ
は
「
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
」
教
育

「
学
校
の
統
廃
合
」
は
「
地
域
存
続
の
危
機
感
」
の
現
れ
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
事
例
は
「
子
ど
も
の
減
少
に
危
機

感
を
抱
い
た
保
護
者
の
訴
え
」
か
ら
始
ま
る
。

し
か
し
、
そ
の
地
区
か
ら
学
校
が
な
く
な
れ
ば
、
地
区
は
先
細
り
、
や
が
て
は
消
滅
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
過
去

の
事
例
が
証
明
し
て
い
る
。
地
域
が
し
ぼ
む
こ
と
は
「
生
き
る
意
欲
」
を
減
退
さ
せ
、
人
口
減
少
に
も
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
り
、
地
域
に
と
っ
て
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。

全
国
的
に
は
「
複
数
の
学
校
に
よ
る
定
期
的
窟
合
同
授
業
」
や
「
合
同
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
、
「
閉
校
し
な
い
統
合
」

が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
工
夫
す
れ
ば
、
や
り
方
は
い
く
ら
で
も
あ
る
は
ず
。
「
既
定
路
線
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

勇
気
を
も
っ
て
計
画
を
一
時
保
留
し
、
将
来
も
見
据
え
て
、
学
び
あ
い
な
が
ら
視
野
を
広
げ
、
住
民
間
で
、
時
間
を
た
つ

全
国
的
に
は
「
複
数
の
学
校
に
よ
る
定

が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
工
夫
す
れ
ば
、
｛

勇
気
を
も
っ
て
計
画
を
一
時
保
留
し
、
将
土

れ
何
か
を
つ
か
み
、
「
生
き
る
意
味
」
を
見
出
し
て
い
っ
た
。
見
学
し
た
地
域
に
就
職
す
る
、
関
連
す
る
仕
事
を
選
ん

だ
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
で
は
廃
部
に
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
妬
）
。

ぶ
り
と
っ
て
論
議
す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
鈴
木
寛
氏
は
弓
一
般
解
・
標
準
解
』
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
や
め
、
一
人
ひ
と
り
の
『
最
適
解
・

個
別
解
」
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
秋
田
県
の
「
全
国
統
一
模
試
で
ト
ッ
プ
を
誇
る
」
考
え
方
は
、

ま
さ
に
「
標
準
解
」
を
子
ど
も
た
ち
に
求
め
る
典
型
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
現
政
権
の
標
準
解
」
で
あ
る
「
効
率
」

を
優
先
す
る
姿
勢
に
素
直
に
従
い
、
い
と
も
簡
単
に
学
校
の
統
廃
合
も
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
秋
田
県
は
「
日
本
一
の
人
口
減
少
県
」
と
な
っ
た
。
「
標
準
解
」
は
、
子
ど
も
た
ち
を
都
会
や
世
界
で

7071

I



第2章住民が『地域｣を見つめ直し、自ら鯛くる

そ
の
成
果
は
す
ぐ
に
は
表
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
口
減
少
・
少
子
化
な
ど
、
今
日
の
問
題
の
「
根
源
」

と
「
答
え
」
は
見
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
「
鹿
角
と
い
う
地
域
」
を
見
つ
め
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
て
い
き
た
い
。

間
」
と
し
て
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

活
躍
さ
せ
る
た
め
の
も
の
な
の
で
、
秋
田
県
か
ら
若
者
が
減
る
の
は
当
然
と
言
え
る
。

島
根
県
を
は
じ
め
、
日
本
中
の
多
く
の
地
域
で
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
始
め
て
い
る
。
特
に
、
「
生
き
方
」
を
決
め

る
時
期
に
あ
る
「
高
校
生
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
こ
と
が
大
き
い
。
彼
ら
の
「
個
性
」
を
認
め
、
地
域
や
社
会
を
「
五

感
で
実
感
す
る
」
仕
組
み
こ
そ
「
教
育
」
だ
と
位
置
づ
け
た
。
地
域
に
は
、
日
本
と
い
う
国
の
足
跡
や
、
大
人
た
ち
の
汗
．

涙
と
と
も
に
「
過
ち
」
も
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
隠
す
こ
と
な
く
彼
ら
に
見
せ
と
も
に
未
来
を
考
え
る
「
仲

食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
が
発
現

こ
れ
は
、
Ａ
さ
ん
が
ま
だ
子
ど
も
の
頃
の
お
話
で
す
。

Ａ
さ
ん
は
、
生
後
６
カ
月
頃
か
ら
「
湿
疹
」
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
卵
や
ミ
ル
ク
な
ど
、
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー

で
す
。
病
院
の
医
師
と
話
し
合
い
、
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
検
査
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
ま
で
は
反
応
す
る

前
任
と
は
頁
逆
の
医
師
か
ら
突
き
放
さ
れ
、
家
庭
内
で
試
行
錯
誤

そ
の
後
、
頼
り
に
し
て
き
た
主
治
医
が
交
代
し
ま
す
。
念
入
り
な
引
継
ぎ
を
し
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
後
任

医
師
は
前
任
と
は
真
逆
。
「
検
査
は
ム
ダ
」
「
食
べ
て
具
合
が
悪
く
な
る
な
ら
食
べ
な
き
ゃ
よ
い
」
と
、
突
き
放

医
師
は
前
任
と
は
真
逆
。

食
品
を
控
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
園
の
栄
養
士
さ
ん
は
代
替
食
品
で
も
「
見
た
目
が
同
じ
給
食
」
を

つ
く
る
な
ど
、
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。

荏
民
の
証
言
⑤
】
Ａ
さ
ん
の
場
合

「
こ
こ
の
病
院
で
は
無
理
」
と
キ
ッ
パ
リ
言
え
る
医
師
に
救
わ
れ
る

優
れ
た
医
師
の
「
今
ま
で
と
は
全
然
違
う
」
対
応

家
族
の
温
か
い
援
助
の
お
か
げ
で
、
Ａ
さ
ん
は
心
豊
か
な
子
ど
も
に
成
長
。
し
か
し
、
神
様
は
再
び
こ
の
子

に
試
練
を
与
え
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
し
か
も
、
得
意
の
ス
ポ
ー
ツ
で
誘
発
さ
れ
る
タ
イ
プ
の

発
現
で
す
。

学
校
給
食
は
、
保
育
園
の
よ
う
な
配
慮
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
の
食
事
は
明
ら
か
に
他
と
異
な
り
、
そ
れ

を
ネ
タ
に
イ
ジ
メ
も
受
け
ま
し
た
。
一
方
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
は
何
人
か
い
て
、
友
だ
ち
も
で
き
、
楽
し
い

時
間
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

卵
を
「
つ
な
ぎ
」
Ｅ

判
り
、
大
喜
び
で
す
。

そ
こ
で
、
家
庭
内
で
の
試
行
錯
誤
が
始
ま
り
ま
す
。
今
ま
で
避
け
て
い
た
食
品
も
少
し
ず
つ
試
し
て
み
ま
し
た
。

を
「
つ
な
ぎ
」
に
使
う
ラ
ー
メ
ン
を
初
め
て
口
に
し
た
Ａ
さ
ん
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
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はじめに…本書でお伝えしたいこと

第1章住民が「医療」を見つめ直し、
1 鹿角の精神科は住民がつくり、住民が支えてきた
2住民にとって医療は不可欠

自ら動く

第2章住民が「地域jを見つめ直し、自ら調べる
3北の要所‘かづの

4 「生きづらさ」について考える
5全国各地から学んだ「地域づくりjのヒント

第3童｡住民が｢社会｣を見つめ直し、
6住民が「医帥不足のメカニズム」を解明
7住民が提案する「鹿角の地域医療の姿」

おわりに…「学びの道j上■'から鹿角まで

自ら提案する
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